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最近はドイツのハンブルクがすごく好きで、一昨年（2018年）も去年

(2019年）も行きました。多分、港町と人口100万人以上の都市がすごく

好きなんです。ハンブルクは人口が意外と多いので、重層的にいろい

ろなものがあって、人々の行き交う場所だからいろんな文化があるん

です。それに、何回行っても新しい発見があって。多分、今年も来年もま

た行く予定です。口コミランキング世界一のエスケープルームもある

ので（笑）。まだ行っていないので、友達と行こうかって話しています。

あとは、最近新しくできたホテル。元々は総レンガ造りの倉庫なんだけ

ど、上の方をぶち抜いてガラス張りのホテル兼コンサートホールにして

いて、その建物がすごくかっこよくてお気に入りです。国でいうとドイツ

がすごく好きですね。予測できるというか、日本とすごく近いというか。

体感として、本当に想像通りになるというか、意外とストレスがないと

いうか……。列車は遅れるし、もちろん日本とは違う部分も多いんで

すけど、あまり違和感なく暮らせるっていうか、僕にとってはストレス

が少ないんです。だから、ハンブルクには１ヶ月くらい住んでみたい

ですね。あとは、オスロも住んでいたので好きな街ですね。

そうそうそう。それこそギリシャのアテネにも一度行ったんですけど、

あんまり南の方は得意じゃなくて。ちょっと僕にはラフすぎるという

か。精巧な街の方が好きです。だから、チェコのプラハとか好きです

ね。積み重なっている感じがすごくして、時計仕掛けみたいな雰囲気

があって。だからロンドンとかはすごく好きです。あとは、旧共産圏。

ヘルシンキのようなロシアの影響下にあった国とかも結構好きです

し、あとはエストニアとか、ドイツも東側とか結構回ってたり。ポーラ

ンドのワルシャワの巨大なタワーとかも好きです。

そうですね。でも、正直インスタに上がっているような画像を超える

絶景を見たことがなくて。大抵やっぱりカメラマンが何時間も何日も

いて捉えた一瞬にかなう景色ってあんまりないじゃないですか。だ

からそれを超えるような素晴らしい光景を見たいなってずっと思って

いて、探しに行くんだけど、毎回がっかりするという（笑）。それを懲り

ずに繰り返しているっていうか。だからモン・サン・ミッシェルに行っ

ても、写真の方が綺麗だし、現地はちょっともっさりした田舎の観光

地にしか見えないしとか。まあ、それでも物凄い絶景を見てみたいな

と思って、いろんな場所に懲りずに行ってるって感じですね（笑）。逆

に、ホステリングマガジンさんのオススメスポットはありますか？

すごく分かるので。大人の言うゴルフとかってそれに近いのか

なぁって気はしますね。エスケープルームって世界中どこにでもあっ

て、特にヨーロッパだとどこの街にもあるんで、トリップアドバイザー

とかを見ても、大抵、街のランキングTOP10に載っているくらい、どこ

の街にもあるんで。だから、訪れた街で「この街つまらないな」って

思ったら、まあ、エスケープルームを探してエスケープルームに行っ

ちゃいますね（笑）。

ありますね。オランダは結構独立系が多くて、例えばエスケープルー

ム好きが会社を辞めて始めたところとかも結構多かったりして。宗教

に寛容な国なので、本物の教会の真下で悪魔祓いをテーマにしたエ

スケープルームがあったりとか、本物の修道院を使ったエスケープ

ルームがあったりとか。結構オランダでは盛んですね。最近もエス

ケープルームのためだけに行きましたよ。４日間エスケープルーム

だけを本当にして、朝の8時にホテルのロビーに集合して夜中の2時

くらいに解散みたいな。1日8軒くらいエスケープルームだけを回るっ

ていう旅をひたすらしていました。当初の予定では、観光もしようっ

てなってて、アムステルダム国立美術館に行ったり風車を見に行った

りしたんですけど、みんな10分くらいで飽きてしまって。

アムステルダムには俳優の佐藤健くんとか、それこそ脱出ゲームとか

を作ってる側の松丸亮吾くんとか、いつも日本でもエスケープルーム

をしている友達と行きました。エスケープルームとかゲームって、限

られた時間の中で仲間と一緒に何かを成し遂げるという体験ができ

るんです。そんなことは実際の生活では難しいじゃないですか。だか

らこそ、仲間と一緒にすることが楽しいと思っていて。それこそ僕が

20歳とかだったら、多分、どこの街に行ってもユースホステルとかで

エスケープルーム好きの友達を探して「エスケープルームに行こ

う！」ってやってたんじゃないかなぁ。

ヨーロッパのエスケープルームは基本的に言語に依存しないものが

すごく多いので、英語が多少できればいいかな？くらいで大丈夫で

す。英語さえできなくてもなんとかなるようなところもすごく多い。だ

から、日本の脱出ゲームとはちょっと違うかな。基本的に現地の言葉

は全く知らなくて、せいぜい英語くらいでなんとかなるゲームばっか

り。あとはゲームの最中は本当に真剣になるんで、英語に関してもヒ

ントとか大抵トランシーバーとかで言ってもらうことが多いので、本

気で聞き取って、本気で解かなきゃいけないから英語の勉強にもお

すすめですね。

装をしていかないとか。本当にきったない格好をしていくので、全然

お金を持っているように見られないだろうし。あとは、飛行機に乗る

時は、機内持ち込みサイズのバッグにして絶対に預けないのでロス

トバゲージってこともないですし。トラブルが起きにくいような旅は

心がけてはいますね。

ただ、ノルウェーにいた時かな？自分のミスで船に乗り間違えたこと

があって、その時はボーデって町から、ロフォーテン諸島行きの船に

乗ろうとして、それが北向きなんですけど南向きの船に乗っちゃって。

なかなか船が北に向かなくて、Googleマップを見ても、どんどん南

へ向かっていて。慌ててその船の停まる島を調べたんですけど、どこ

も人口100人くらいの小さい島ばかりで（笑）。結局終点まで行って、

そこで1泊してまた同じ船に乗って帰ってきましたけど。今は検索す

れば大丈夫なので、怖いってことはあまりないですね。

よくってほどではないですけど、ヨーロッパに行くついでにどっか行

こうってなった時に、友達がいる街の方が行きやすいので。ノル

ウェーだけじゃなくて、ロンドンとか、アムステルダムとか、オスロとか

友達がいる街っていうのは結構行きますね。僕は「エスケープルーム

（脱出ゲーム）」がすごく好きなんですけど、一緒にやる友達のところ

によく行ってます。エスケープルームは大抵５～６人とか仲間がい

ないとできないんです。だから誰もいないって時は、Facebookとか

で知り合いを探して、大学で一回だけこの子と一緒の授業を取った

ことがあるかなみたいな感じの、ギリギリの細い繋がりの知り合いま

でたどって、その子にまた友達を見つけてきてもらって、即席チーム

を作ってゲームに行くってことはよくやってますね。大学以来一度も

会ってなかった友達に連絡を取って「エスケープルームしない？」っ

て言って、その子の友達を集めてもらってゲームやったりとか。そう

いうことをやってますね。

共通の目的があればすごくラクですよ。ただ単に「仲良くなりましょ

う」ってすごく難しいですよね。何をとっかかりにお互いに仲良くなれ

ばいいか分からないじゃないですか。でも、単純に「アムステルダム

でエスケープルームがあって、行かなきゃいけない」っていう目的が

あったら、こっちも誘いやすいし、向こうも来やすい。だから目的が

あって、集まって、結果的に目的がなくなっても仲良くなるっていう関

係が多いですかね。日本で仲良い友達も、「人狼」っていうゲームだっ

たりとか、ゲームで仲良くなることがすごく多いので、やっぱり何かし

ら目的があった方が人と人は仲良くなれるなと思います。

そうそう（笑）。僕の場合は、結果的にゲームを通じて仲良くなった

人がすごくいるなって思う。ゲームってそれぞれの思考だったりとか

留学が初めてですね。それまではハワイとか韓国とか、メジャーな海

外旅行先にも行ったことは一回もなくて。高校生の頃までは、海外っ

てすごく遠いもの、全然自分には身近ではないと思っていたんです。

ただ、大学のキャンパスが、留学生や海外の人が多い学部だったん

ですね。周りの学生たちを見ても、留学も海外で暮らしているのも当

たり前だし、外国語を喋れるのも当たり前。そういう環境に身を置い

たから、自然な選択として海外に留学に行こうかなって思ったんです

よね。だから大学生の頃に初めて海外に興味を持ったっていうか、む

しろ「行かなきゃ」くらいの感じで思っていました。そんなわけで、

2005年、大学3年生の夏から１年間、ノルウェーのオスロ大学に留学

したんです。

それまでは実家暮らしでしたし、一人暮らしも何もかも初めてだった

んですけど、不安はなかったです。なにせ友人たちも結構同じタイミ

ングで留学しますし、すでにインターネットとかもあったので。普通に

Skypeで友達や家族とかと映像を見ながら会話もできるし、ネットと

かも普通に使えるわけだから、あんまり怖いってことはそこまでな

かったですね。でも、飛行機は国内便しか乗ったことがなかったん

で、全然勝手が分からなくて。他にも、ちょっとした貴重品とかある

じゃないですか？貴重品はトイレに持って行った方が良いのかとか、

パスポートや財布とかをどれくらい厳重に守れば良いのかとか、何

にも分からなかったので、そういう怖さはありましたね。

そうですね。特にノルウェーは治安が比較的良い国だったので、夜道

も普通に歩けるし、日本と比べて怖いってことはなかったですね。た

だ、やっぱり飛行機のチケットの取り方とか分からなかったんで、ノ

ルウェーに行く飛行機のチケットは大学の生協で取ったり（笑）。それ

くらい全然分からなかったんだけど、やってみたら全部すごく簡単と

いうか、大したことなくて。留学中は旅行によく出掛けたのですが、飛

行機のチケットを取ることも、ヨーロッパのユースホステルに泊まる

こともやってみたら全部簡単でしたね。

そうそうそう。すごく使いました！留学先にノルウェーを選んだこと

で結果的によかったなって思うのは、ヨーロッパって一回行ってし

まったら、どこの国も近いんで、結構いろんな旅行はしましたね。まだ

学生でちゃんとしたホテルに泊まれるお金もなかったんで、ポーラン

ドのクラクフに行ったりとか、フランスのパリに行ったりとか、あとは
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―トラブルも楽しめたということですが、海外で怖い目に遭われたこ

とはありますか？

―もしかして……ヨーロッパでユースホステルをご利用いただいて

いたんでしょうか？

―初めての海外経験が留学というと、いきなり海外で生活するわ

けですから、怖いというか、不安は大きくなかったですか？

―１年間滞在すると、最初の緊張感からは開放されてくるもので

すか？

―海外留学をされたり、ピースボートの乗船経験がある古市さん

は、海外経験豊富だという印象を受けますが、初めての海外体

験はどちらに行かれたのでしょうか？

ドイツのミュンヘンとか、全部ユースホステルですね。あとは、チェコ

のプラハにも泊まりましたね。その辺は全部ユースホステルですね。

（笑）。泊まってみたら全然ストレスないし、同世代が多いんで仲良く

もなりますし、旅の情報の交換とかもできるし。ポーランドには留学

生の友達2人と一緒に行ったんですけど、旅の途中で険悪な雰囲気

になってしまって。でも、逆にユースホステルだったから何とかなっ

たという思い出があります（笑）。一緒に行った友達と険悪になって

も、そこでできた友達たちと話してればいいからガス抜きができたと

いうか。完全に３人だけで旅行をしていて、仲が悪くなったら終わり

じゃないですか？でも、ユースホステルっていう同世代の友達がたく

さんいる環境だったから、気が紛れてすごく良かったです。

あとは、値段が手頃だったのもすごくありがたかったですね。特に留学

していてお金がなかったので。今だったら海外送金とかも簡単ですけ

ど、当時は手続きも煩雑だったし、手数料も高かった。１年間に必要な

費用をあらかじめ日本から送っておいて、その費用の中で１年間暮ら

さなきゃいけなかったので。

そうですね。これはたまたま知り合いに誘われたから、面白そうだな

乗ってみようかなって。乗るからには無駄にしたくないなって思って、

船の中でインタビューや調査とかをして、ピースボートを研究したこ

とで２倍に楽しめて良かったですね。研究抜きにしても途中でエン

ジン壊れたとか、船に穴が開いたりとか（笑）。100日間の予定が、結

局114日間になってしまったんです。

ピースボートって言ってもボロボロの船を借りているので、いつも何

かしら問題が起こっていましたね。僕が乗った船はちょうどエンジン

が壊れていて、しかも穴が空いていた（笑）。それを含めてすごく面白

かったですけど。旅行自体はすっごいラクな旅でしたよ。乗っていれ

ば勝手に目的地に着くんで。時差もないですし。それでもヨルダンの

ペトラ遺跡だとか、エジプトのカイロやピラミッドだとか、そういった

自分では行かないだろうなってところに行けたのはすごく良かった

なって思ってます。ちなみに今は豪華で快適な船に変わったので、あ

んまりネガティブなことを言わないで欲しいとピースボートのスタッ

フから言われました（笑）。

ないですね。ものすごく……というほどではないですけど、そこそこ

気は使うんで。例えば、絶対にポケットにファスナーが付いているズ

ボンにするとか、絶対にケータイをファスナーが付いたところに入れ

るとか、本当に最低限ですけど。あとは、あんまりお金持ちっぽい服

あー！この前迷って結局行かなかったところだ。一昨年ハンブルクに

行った後に行こうと思ったんですけど、コペンハーゲンに行く渡り鳥

ラインが廃止になってしまうって聞いてそっちに行っちゃったんです

よ。（写真を見て）大人でも泊まりやすそうですね。面白い！行ってみ

たいですね。

まずは統計的に見てみると、絶対数としては減っていても、割合とし

ては若者の「海外旅行離れ」とは決して言えないんです。つまり、若

者が減っているから減っているように見えるだけということが一つ

と、あとはスマホって逆に旅と相性が良いって思っています。すごく

今ラクだなって思うのが、外国語を使わなくても旅行ができること。

移動についても、目的地を日本語のアプリに入れていけば、別に普

通に目的地まで着けるし。旅のハードルははるかに下がっているん

で、だから昔よりも旅行をする若者が減っているというのは、あくま

でもイメージ先行の部分が大きいと思います。調べられるからこそ、

逆に無駄なく旅ができると思うんですよね。それこそ団体旅行みた

いにみんなでバスに乗って行って、観光地だけに行く旅行ではなく

て、個人的にカスタマイズした旅行がしやすくなっていると思う。

もしかしたら、格差がそこに出ていて、すごく何回も行っている人と

行っていない人の差が昔よりも出てきているのかもしれないですね。

宇宙に行くわけじゃない、ということかな（笑）。同じ地球上にあって、

せっかくお金さえ払えば行ける場所がたくさんあるんだから、もっと

行ったらいいのになぁとは思いますよね。宇宙に行く前に、地球上だ

けでもすごく多様な街と多様な文化と多様な景色ってものがあるわ

けじゃないですか。これだけ安全に、これだけ格安に行ける時代って

今までなかったと思うんです。100年前に旅行することはものすごく

難しくて、ものすごくお金がかかって、多分50年前でさえもすごくお

金がかかって、地球上のあちこちを旅することって誰もができること

ではなかった。けれど、今ってちょっとバイトしたりとか、ちょっとお

金を貯めたら、誰でも地球の反対側まですぐに行ける時代で、しか

も情報がかつてないほど検索もしやすいっていう。本で読むことよ

りも、体験したことの方が人は大抵覚えていると思っていて。いくら

写真で見ても、やっぱり情報量が違う。今はVRとかありますけど、そ

海外って、ものすごく
遠い場所だと思っていた

海外旅行は怖くない
トラブルでさえも楽しい要素
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れでもまだまだ全然体験には及びません。この先さらにテクノロ

ジーが発達したら別かもしれませんけど、現段階の最先端のテクノ

ロジーを集めても、やっぱり直接の体験にはかなわないものはどう

してもあると思うんですね。だから、若いうちは時間がたくさんある

と思うので、時間と体力があるうちに旅に出ないのはすごくもった

いないなあと思います。

古市 憲寿
社会学者・作家

東大大学院修士課程在籍中に出版した『絶望の国の幸福な若者たち』で

新進気鋭の社会学者として注目を集めた古市さん。

これまでの「若者論」に異を唱えるような言論が大きな反響を呼び、

現在は様々な討論番組や情報番組にも出演されています。

また、2018年には『平成くん、さようなら』、

さらに翌年には『百の夜は跳ねて』で

芥川龍之介賞候補に選出され、作家としても活躍の幅を広げています。

「メディア出演や執筆活動で多忙を極めている古市さんは

きっとインドア派なんだろう……」と思いきや、

実は常に国内外を飛び回っている行動派！

学生時代の留学体験から、プライベートの旅の楽しみ方など、

ざっくばらんに語っていただきました。

―オスロに留学されたあと、ピースボートに乗られたんですよね？

―そんなにトラブルがある過酷な旅なのですか？

―そうだったんですね！ちなみに、滞在はご満足いただけましたでしょ

うか……？
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最近はドイツのハンブルクがすごく好きで、一昨年（2018年）も去年

(2019年）も行きました。多分、港町と人口100万人以上の都市がすごく

好きなんです。ハンブルクは人口が意外と多いので、重層的にいろい

ろなものがあって、人々の行き交う場所だからいろんな文化があるん

です。それに、何回行っても新しい発見があって。多分、今年も来年もま

た行く予定です。口コミランキング世界一のエスケープルームもある

ので（笑）。まだ行っていないので、友達と行こうかって話しています。

あとは、最近新しくできたホテル。元々は総レンガ造りの倉庫なんだけ

ど、上の方をぶち抜いてガラス張りのホテル兼コンサートホールにして

いて、その建物がすごくかっこよくてお気に入りです。国でいうとドイツ

がすごく好きですね。予測できるというか、日本とすごく近いというか。

体感として、本当に想像通りになるというか、意外とストレスがないと

いうか……。列車は遅れるし、もちろん日本とは違う部分も多いんで

すけど、あまり違和感なく暮らせるっていうか、僕にとってはストレス

が少ないんです。だから、ハンブルクには１ヶ月くらい住んでみたい

ですね。あとは、オスロも住んでいたので好きな街ですね。

そうそうそう。それこそギリシャのアテネにも一度行ったんですけど、

あんまり南の方は得意じゃなくて。ちょっと僕にはラフすぎるという

か。精巧な街の方が好きです。だから、チェコのプラハとか好きです

ね。積み重なっている感じがすごくして、時計仕掛けみたいな雰囲気

があって。だからロンドンとかはすごく好きです。あとは、旧共産圏。

ヘルシンキのようなロシアの影響下にあった国とかも結構好きです

し、あとはエストニアとか、ドイツも東側とか結構回ってたり。ポーラ

ンドのワルシャワの巨大なタワーとかも好きです。

そうですね。でも、正直インスタに上がっているような画像を超える

絶景を見たことがなくて。大抵やっぱりカメラマンが何時間も何日も

いて捉えた一瞬にかなう景色ってあんまりないじゃないですか。だ

からそれを超えるような素晴らしい光景を見たいなってずっと思って

いて、探しに行くんだけど、毎回がっかりするという（笑）。それを懲り

ずに繰り返しているっていうか。だからモン・サン・ミッシェルに行っ

ても、写真の方が綺麗だし、現地はちょっともっさりした田舎の観光

地にしか見えないしとか。まあ、それでも物凄い絶景を見てみたいな

と思って、いろんな場所に懲りずに行ってるって感じですね（笑）。逆

に、ホステリングマガジンさんのオススメスポットはありますか？

すごく分かるので。大人の言うゴルフとかってそれに近いのか

なぁって気はしますね。エスケープルームって世界中どこにでもあっ

て、特にヨーロッパだとどこの街にもあるんで、トリップアドバイザー

とかを見ても、大抵、街のランキングTOP10に載っているくらい、どこ

の街にもあるんで。だから、訪れた街で「この街つまらないな」って

思ったら、まあ、エスケープルームを探してエスケープルームに行っ

ちゃいますね（笑）。

ありますね。オランダは結構独立系が多くて、例えばエスケープルー

ム好きが会社を辞めて始めたところとかも結構多かったりして。宗教

に寛容な国なので、本物の教会の真下で悪魔祓いをテーマにしたエ

スケープルームがあったりとか、本物の修道院を使ったエスケープ

ルームがあったりとか。結構オランダでは盛んですね。最近もエス

ケープルームのためだけに行きましたよ。４日間エスケープルーム

だけを本当にして、朝の8時にホテルのロビーに集合して夜中の2時

くらいに解散みたいな。1日8軒くらいエスケープルームだけを回るっ

ていう旅をひたすらしていました。当初の予定では、観光もしようっ

てなってて、アムステルダム国立美術館に行ったり風車を見に行った

りしたんですけど、みんな10分くらいで飽きてしまって。

アムステルダムには俳優の佐藤健くんとか、それこそ脱出ゲームとか

を作ってる側の松丸亮吾くんとか、いつも日本でもエスケープルーム

をしている友達と行きました。エスケープルームとかゲームって、限

られた時間の中で仲間と一緒に何かを成し遂げるという体験ができ

るんです。そんなことは実際の生活では難しいじゃないですか。だか

らこそ、仲間と一緒にすることが楽しいと思っていて。それこそ僕が

20歳とかだったら、多分、どこの街に行ってもユースホステルとかで

エスケープルーム好きの友達を探して「エスケープルームに行こ

う！」ってやってたんじゃないかなぁ。

ヨーロッパのエスケープルームは基本的に言語に依存しないものが

すごく多いので、英語が多少できればいいかな？くらいで大丈夫で

す。英語さえできなくてもなんとかなるようなところもすごく多い。だ

から、日本の脱出ゲームとはちょっと違うかな。基本的に現地の言葉

は全く知らなくて、せいぜい英語くらいでなんとかなるゲームばっか

り。あとはゲームの最中は本当に真剣になるんで、英語に関してもヒ

ントとか大抵トランシーバーとかで言ってもらうことが多いので、本

気で聞き取って、本気で解かなきゃいけないから英語の勉強にもお

すすめですね。

装をしていかないとか。本当にきったない格好をしていくので、全然

お金を持っているように見られないだろうし。あとは、飛行機に乗る

時は、機内持ち込みサイズのバッグにして絶対に預けないのでロス

トバゲージってこともないですし。トラブルが起きにくいような旅は

心がけてはいますね。

ただ、ノルウェーにいた時かな？自分のミスで船に乗り間違えたこと

があって、その時はボーデって町から、ロフォーテン諸島行きの船に

乗ろうとして、それが北向きなんですけど南向きの船に乗っちゃって。

なかなか船が北に向かなくて、Googleマップを見ても、どんどん南

へ向かっていて。慌ててその船の停まる島を調べたんですけど、どこ

も人口100人くらいの小さい島ばかりで（笑）。結局終点まで行って、

そこで1泊してまた同じ船に乗って帰ってきましたけど。今は検索す

れば大丈夫なので、怖いってことはあまりないですね。

よくってほどではないですけど、ヨーロッパに行くついでにどっか行

こうってなった時に、友達がいる街の方が行きやすいので。ノル

ウェーだけじゃなくて、ロンドンとか、アムステルダムとか、オスロとか

友達がいる街っていうのは結構行きますね。僕は「エスケープルーム

（脱出ゲーム）」がすごく好きなんですけど、一緒にやる友達のところ

によく行ってます。エスケープルームは大抵５～６人とか仲間がい

ないとできないんです。だから誰もいないって時は、Facebookとか

で知り合いを探して、大学で一回だけこの子と一緒の授業を取った

ことがあるかなみたいな感じの、ギリギリの細い繋がりの知り合いま

でたどって、その子にまた友達を見つけてきてもらって、即席チーム

を作ってゲームに行くってことはよくやってますね。大学以来一度も

会ってなかった友達に連絡を取って「エスケープルームしない？」っ

て言って、その子の友達を集めてもらってゲームやったりとか。そう

いうことをやってますね。

共通の目的があればすごくラクですよ。ただ単に「仲良くなりましょ

う」ってすごく難しいですよね。何をとっかかりにお互いに仲良くなれ

ばいいか分からないじゃないですか。でも、単純に「アムステルダム

でエスケープルームがあって、行かなきゃいけない」っていう目的が

あったら、こっちも誘いやすいし、向こうも来やすい。だから目的が

あって、集まって、結果的に目的がなくなっても仲良くなるっていう関

係が多いですかね。日本で仲良い友達も、「人狼」っていうゲームだっ

たりとか、ゲームで仲良くなることがすごく多いので、やっぱり何かし

ら目的があった方が人と人は仲良くなれるなと思います。

そうそう（笑）。僕の場合は、結果的にゲームを通じて仲良くなった

人がすごくいるなって思う。ゲームってそれぞれの思考だったりとか

留学が初めてですね。それまではハワイとか韓国とか、メジャーな海

外旅行先にも行ったことは一回もなくて。高校生の頃までは、海外っ

てすごく遠いもの、全然自分には身近ではないと思っていたんです。

ただ、大学のキャンパスが、留学生や海外の人が多い学部だったん

ですね。周りの学生たちを見ても、留学も海外で暮らしているのも当

たり前だし、外国語を喋れるのも当たり前。そういう環境に身を置い

たから、自然な選択として海外に留学に行こうかなって思ったんです

よね。だから大学生の頃に初めて海外に興味を持ったっていうか、む

しろ「行かなきゃ」くらいの感じで思っていました。そんなわけで、

2005年、大学3年生の夏から１年間、ノルウェーのオスロ大学に留学

したんです。

それまでは実家暮らしでしたし、一人暮らしも何もかも初めてだった

んですけど、不安はなかったです。なにせ友人たちも結構同じタイミ

ングで留学しますし、すでにインターネットとかもあったので。普通に

Skypeで友達や家族とかと映像を見ながら会話もできるし、ネットと

かも普通に使えるわけだから、あんまり怖いってことはそこまでな

かったですね。でも、飛行機は国内便しか乗ったことがなかったん

で、全然勝手が分からなくて。他にも、ちょっとした貴重品とかある

じゃないですか？貴重品はトイレに持って行った方が良いのかとか、

パスポートや財布とかをどれくらい厳重に守れば良いのかとか、何

にも分からなかったので、そういう怖さはありましたね。

そうですね。特にノルウェーは治安が比較的良い国だったので、夜道

も普通に歩けるし、日本と比べて怖いってことはなかったですね。た

だ、やっぱり飛行機のチケットの取り方とか分からなかったんで、ノ

ルウェーに行く飛行機のチケットは大学の生協で取ったり（笑）。それ

くらい全然分からなかったんだけど、やってみたら全部すごく簡単と

いうか、大したことなくて。留学中は旅行によく出掛けたのですが、飛

行機のチケットを取ることも、ヨーロッパのユースホステルに泊まる

こともやってみたら全部簡単でしたね。

そうそうそう。すごく使いました！留学先にノルウェーを選んだこと

で結果的によかったなって思うのは、ヨーロッパって一回行ってし

まったら、どこの国も近いんで、結構いろんな旅行はしましたね。まだ

学生でちゃんとしたホテルに泊まれるお金もなかったんで、ポーラン

ドのクラクフに行ったりとか、フランスのパリに行ったりとか、あとは
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―トラブルも楽しめたということですが、海外で怖い目に遭われたこ

とはありますか？

―もしかして……ヨーロッパでユースホステルをご利用いただいて

いたんでしょうか？

―初めての海外経験が留学というと、いきなり海外で生活するわ

けですから、怖いというか、不安は大きくなかったですか？

―１年間滞在すると、最初の緊張感からは開放されてくるもので

すか？

―海外留学をされたり、ピースボートの乗船経験がある古市さん

は、海外経験豊富だという印象を受けますが、初めての海外体

験はどちらに行かれたのでしょうか？

ドイツのミュンヘンとか、全部ユースホステルですね。あとは、チェコ

のプラハにも泊まりましたね。その辺は全部ユースホステルですね。

（笑）。泊まってみたら全然ストレスないし、同世代が多いんで仲良く

もなりますし、旅の情報の交換とかもできるし。ポーランドには留学

生の友達2人と一緒に行ったんですけど、旅の途中で険悪な雰囲気

になってしまって。でも、逆にユースホステルだったから何とかなっ

たという思い出があります（笑）。一緒に行った友達と険悪になって

も、そこでできた友達たちと話してればいいからガス抜きができたと

いうか。完全に３人だけで旅行をしていて、仲が悪くなったら終わり

じゃないですか？でも、ユースホステルっていう同世代の友達がたく

さんいる環境だったから、気が紛れてすごく良かったです。

あとは、値段が手頃だったのもすごくありがたかったですね。特に留学

していてお金がなかったので。今だったら海外送金とかも簡単ですけ

ど、当時は手続きも煩雑だったし、手数料も高かった。１年間に必要な

費用をあらかじめ日本から送っておいて、その費用の中で１年間暮ら

さなきゃいけなかったので。

そうですね。これはたまたま知り合いに誘われたから、面白そうだな

乗ってみようかなって。乗るからには無駄にしたくないなって思って、

船の中でインタビューや調査とかをして、ピースボートを研究したこ

とで２倍に楽しめて良かったですね。研究抜きにしても途中でエン

ジン壊れたとか、船に穴が開いたりとか（笑）。100日間の予定が、結

局114日間になってしまったんです。

ピースボートって言ってもボロボロの船を借りているので、いつも何

かしら問題が起こっていましたね。僕が乗った船はちょうどエンジン

が壊れていて、しかも穴が空いていた（笑）。それを含めてすごく面白

かったですけど。旅行自体はすっごいラクな旅でしたよ。乗っていれ

ば勝手に目的地に着くんで。時差もないですし。それでもヨルダンの

ペトラ遺跡だとか、エジプトのカイロやピラミッドだとか、そういった

自分では行かないだろうなってところに行けたのはすごく良かった

なって思ってます。ちなみに今は豪華で快適な船に変わったので、あ

んまりネガティブなことを言わないで欲しいとピースボートのスタッ

フから言われました（笑）。

ないですね。ものすごく……というほどではないですけど、そこそこ

気は使うんで。例えば、絶対にポケットにファスナーが付いているズ

ボンにするとか、絶対にケータイをファスナーが付いたところに入れ

るとか、本当に最低限ですけど。あとは、あんまりお金持ちっぽい服

あー！この前迷って結局行かなかったところだ。一昨年ハンブルクに

行った後に行こうと思ったんですけど、コペンハーゲンに行く渡り鳥

ラインが廃止になってしまうって聞いてそっちに行っちゃったんです

よ。（写真を見て）大人でも泊まりやすそうですね。面白い！行ってみ

たいですね。

まずは統計的に見てみると、絶対数としては減っていても、割合とし

ては若者の「海外旅行離れ」とは決して言えないんです。つまり、若

者が減っているから減っているように見えるだけということが一つ

と、あとはスマホって逆に旅と相性が良いって思っています。すごく

今ラクだなって思うのが、外国語を使わなくても旅行ができること。

移動についても、目的地を日本語のアプリに入れていけば、別に普

通に目的地まで着けるし。旅のハードルははるかに下がっているん

で、だから昔よりも旅行をする若者が減っているというのは、あくま

でもイメージ先行の部分が大きいと思います。調べられるからこそ、

逆に無駄なく旅ができると思うんですよね。それこそ団体旅行みた

いにみんなでバスに乗って行って、観光地だけに行く旅行ではなく

て、個人的にカスタマイズした旅行がしやすくなっていると思う。

もしかしたら、格差がそこに出ていて、すごく何回も行っている人と

行っていない人の差が昔よりも出てきているのかもしれないですね。

宇宙に行くわけじゃない、ということかな（笑）。同じ地球上にあって、

せっかくお金さえ払えば行ける場所がたくさんあるんだから、もっと

行ったらいいのになぁとは思いますよね。宇宙に行く前に、地球上だ

けでもすごく多様な街と多様な文化と多様な景色ってものがあるわ

けじゃないですか。これだけ安全に、これだけ格安に行ける時代って

今までなかったと思うんです。100年前に旅行することはものすごく

難しくて、ものすごくお金がかかって、多分50年前でさえもすごくお

金がかかって、地球上のあちこちを旅することって誰もができること

ではなかった。けれど、今ってちょっとバイトしたりとか、ちょっとお

金を貯めたら、誰でも地球の反対側まですぐに行ける時代で、しか

も情報がかつてないほど検索もしやすいっていう。本で読むことよ

りも、体験したことの方が人は大抵覚えていると思っていて。いくら

写真で見ても、やっぱり情報量が違う。今はVRとかありますけど、そ

海外って、ものすごく
遠い場所だと思っていた
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れでもまだまだ全然体験には及びません。この先さらにテクノロ

ジーが発達したら別かもしれませんけど、現段階の最先端のテクノ

ロジーを集めても、やっぱり直接の体験にはかなわないものはどう

してもあると思うんですね。だから、若いうちは時間がたくさんある

と思うので、時間と体力があるうちに旅に出ないのはすごくもった

いないなあと思います。

古市 憲寿
社会学者・作家

東大大学院修士課程在籍中に出版した『絶望の国の幸福な若者たち』で

新進気鋭の社会学者として注目を集めた古市さん。

これまでの「若者論」に異を唱えるような言論が大きな反響を呼び、

現在は様々な討論番組や情報番組にも出演されています。

また、2018年には『平成くん、さようなら』、

さらに翌年には『百の夜は跳ねて』で

芥川龍之介賞候補に選出され、作家としても活躍の幅を広げています。

「メディア出演や執筆活動で多忙を極めている古市さんは

きっとインドア派なんだろう……」と思いきや、

実は常に国内外を飛び回っている行動派！

学生時代の留学体験から、プライベートの旅の楽しみ方など、

ざっくばらんに語っていただきました。

―オスロに留学されたあと、ピースボートに乗られたんですよね？

―そんなにトラブルがある過酷な旅なのですか？

―そうだったんですね！ちなみに、滞在はご満足いただけましたでしょ

うか……？
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最近はドイツのハンブルクがすごく好きで、一昨年（2018年）も去年

(2019年）も行きました。多分、港町と人口100万人以上の都市がすごく

好きなんです。ハンブルクは人口が意外と多いので、重層的にいろい

ろなものがあって、人々の行き交う場所だからいろんな文化があるん

です。それに、何回行っても新しい発見があって。多分、今年も来年もま

た行く予定です。口コミランキング世界一のエスケープルームもある

ので（笑）。まだ行っていないので、友達と行こうかって話しています。

あとは、最近新しくできたホテル。元々は総レンガ造りの倉庫なんだけ

ど、上の方をぶち抜いてガラス張りのホテル兼コンサートホールにして

いて、その建物がすごくかっこよくてお気に入りです。国でいうとドイツ

がすごく好きですね。予測できるというか、日本とすごく近いというか。

体感として、本当に想像通りになるというか、意外とストレスがないと

いうか……。列車は遅れるし、もちろん日本とは違う部分も多いんで

すけど、あまり違和感なく暮らせるっていうか、僕にとってはストレス

が少ないんです。だから、ハンブルクには１ヶ月くらい住んでみたい

ですね。あとは、オスロも住んでいたので好きな街ですね。

そうそうそう。それこそギリシャのアテネにも一度行ったんですけど、

あんまり南の方は得意じゃなくて。ちょっと僕にはラフすぎるという

か。精巧な街の方が好きです。だから、チェコのプラハとか好きです

ね。積み重なっている感じがすごくして、時計仕掛けみたいな雰囲気

があって。だからロンドンとかはすごく好きです。あとは、旧共産圏。

ヘルシンキのようなロシアの影響下にあった国とかも結構好きです

し、あとはエストニアとか、ドイツも東側とか結構回ってたり。ポーラ

ンドのワルシャワの巨大なタワーとかも好きです。

そうですね。でも、正直インスタに上がっているような画像を超える

絶景を見たことがなくて。大抵やっぱりカメラマンが何時間も何日も

いて捉えた一瞬にかなう景色ってあんまりないじゃないですか。だ

からそれを超えるような素晴らしい光景を見たいなってずっと思って

いて、探しに行くんだけど、毎回がっかりするという（笑）。それを懲り

ずに繰り返しているっていうか。だからモン・サン・ミッシェルに行っ

ても、写真の方が綺麗だし、現地はちょっともっさりした田舎の観光

地にしか見えないしとか。まあ、それでも物凄い絶景を見てみたいな

と思って、いろんな場所に懲りずに行ってるって感じですね（笑）。逆

に、ホステリングマガジンさんのオススメスポットはありますか？

すごく分かるので。大人の言うゴルフとかってそれに近いのか

なぁって気はしますね。エスケープルームって世界中どこにでもあっ

て、特にヨーロッパだとどこの街にもあるんで、トリップアドバイザー

とかを見ても、大抵、街のランキングTOP10に載っているくらい、どこ

の街にもあるんで。だから、訪れた街で「この街つまらないな」って

思ったら、まあ、エスケープルームを探してエスケープルームに行っ

ちゃいますね（笑）。

ありますね。オランダは結構独立系が多くて、例えばエスケープルー

ム好きが会社を辞めて始めたところとかも結構多かったりして。宗教

に寛容な国なので、本物の教会の真下で悪魔祓いをテーマにしたエ

スケープルームがあったりとか、本物の修道院を使ったエスケープ

ルームがあったりとか。結構オランダでは盛んですね。最近もエス

ケープルームのためだけに行きましたよ。４日間エスケープルーム

だけを本当にして、朝の8時にホテルのロビーに集合して夜中の2時

くらいに解散みたいな。1日8軒くらいエスケープルームだけを回るっ

ていう旅をひたすらしていました。当初の予定では、観光もしようっ

てなってて、アムステルダム国立美術館に行ったり風車を見に行った

りしたんですけど、みんな10分くらいで飽きてしまって。

アムステルダムには俳優の佐藤健くんとか、それこそ脱出ゲームとか

を作ってる側の松丸亮吾くんとか、いつも日本でもエスケープルーム

をしている友達と行きました。エスケープルームとかゲームって、限

られた時間の中で仲間と一緒に何かを成し遂げるという体験ができ

るんです。そんなことは実際の生活では難しいじゃないですか。だか

らこそ、仲間と一緒にすることが楽しいと思っていて。それこそ僕が

20歳とかだったら、多分、どこの街に行ってもユースホステルとかで

エスケープルーム好きの友達を探して「エスケープルームに行こ

う！」ってやってたんじゃないかなぁ。

ヨーロッパのエスケープルームは基本的に言語に依存しないものが

すごく多いので、英語が多少できればいいかな？くらいで大丈夫で

す。英語さえできなくてもなんとかなるようなところもすごく多い。だ

から、日本の脱出ゲームとはちょっと違うかな。基本的に現地の言葉

は全く知らなくて、せいぜい英語くらいでなんとかなるゲームばっか

り。あとはゲームの最中は本当に真剣になるんで、英語に関してもヒ

ントとか大抵トランシーバーとかで言ってもらうことが多いので、本

気で聞き取って、本気で解かなきゃいけないから英語の勉強にもお

すすめですね。

装をしていかないとか。本当にきったない格好をしていくので、全然

お金を持っているように見られないだろうし。あとは、飛行機に乗る

時は、機内持ち込みサイズのバッグにして絶対に預けないのでロス

トバゲージってこともないですし。トラブルが起きにくいような旅は

心がけてはいますね。

ただ、ノルウェーにいた時かな？自分のミスで船に乗り間違えたこと

があって、その時はボーデって町から、ロフォーテン諸島行きの船に

乗ろうとして、それが北向きなんですけど南向きの船に乗っちゃって。

なかなか船が北に向かなくて、Googleマップを見ても、どんどん南

へ向かっていて。慌ててその船の停まる島を調べたんですけど、どこ

も人口100人くらいの小さい島ばかりで（笑）。結局終点まで行って、

そこで1泊してまた同じ船に乗って帰ってきましたけど。今は検索す

れば大丈夫なので、怖いってことはあまりないですね。

よくってほどではないですけど、ヨーロッパに行くついでにどっか行

こうってなった時に、友達がいる街の方が行きやすいので。ノル

ウェーだけじゃなくて、ロンドンとか、アムステルダムとか、オスロとか

友達がいる街っていうのは結構行きますね。僕は「エスケープルーム

（脱出ゲーム）」がすごく好きなんですけど、一緒にやる友達のところ

によく行ってます。エスケープルームは大抵５～６人とか仲間がい

ないとできないんです。だから誰もいないって時は、Facebookとか

で知り合いを探して、大学で一回だけこの子と一緒の授業を取った

ことがあるかなみたいな感じの、ギリギリの細い繋がりの知り合いま

でたどって、その子にまた友達を見つけてきてもらって、即席チーム

を作ってゲームに行くってことはよくやってますね。大学以来一度も

会ってなかった友達に連絡を取って「エスケープルームしない？」っ

て言って、その子の友達を集めてもらってゲームやったりとか。そう

いうことをやってますね。

共通の目的があればすごくラクですよ。ただ単に「仲良くなりましょ

う」ってすごく難しいですよね。何をとっかかりにお互いに仲良くなれ

ばいいか分からないじゃないですか。でも、単純に「アムステルダム

でエスケープルームがあって、行かなきゃいけない」っていう目的が

あったら、こっちも誘いやすいし、向こうも来やすい。だから目的が

あって、集まって、結果的に目的がなくなっても仲良くなるっていう関

係が多いですかね。日本で仲良い友達も、「人狼」っていうゲームだっ

たりとか、ゲームで仲良くなることがすごく多いので、やっぱり何かし

ら目的があった方が人と人は仲良くなれるなと思います。

そうそう（笑）。僕の場合は、結果的にゲームを通じて仲良くなった

人がすごくいるなって思う。ゲームってそれぞれの思考だったりとか

留学が初めてですね。それまではハワイとか韓国とか、メジャーな海

外旅行先にも行ったことは一回もなくて。高校生の頃までは、海外っ

てすごく遠いもの、全然自分には身近ではないと思っていたんです。

ただ、大学のキャンパスが、留学生や海外の人が多い学部だったん

ですね。周りの学生たちを見ても、留学も海外で暮らしているのも当

たり前だし、外国語を喋れるのも当たり前。そういう環境に身を置い

たから、自然な選択として海外に留学に行こうかなって思ったんです

よね。だから大学生の頃に初めて海外に興味を持ったっていうか、む

しろ「行かなきゃ」くらいの感じで思っていました。そんなわけで、

2005年、大学3年生の夏から１年間、ノルウェーのオスロ大学に留学

したんです。

それまでは実家暮らしでしたし、一人暮らしも何もかも初めてだった

んですけど、不安はなかったです。なにせ友人たちも結構同じタイミ

ングで留学しますし、すでにインターネットとかもあったので。普通に

Skypeで友達や家族とかと映像を見ながら会話もできるし、ネットと

かも普通に使えるわけだから、あんまり怖いってことはそこまでな

かったですね。でも、飛行機は国内便しか乗ったことがなかったん

で、全然勝手が分からなくて。他にも、ちょっとした貴重品とかある

じゃないですか？貴重品はトイレに持って行った方が良いのかとか、

パスポートや財布とかをどれくらい厳重に守れば良いのかとか、何

にも分からなかったので、そういう怖さはありましたね。

そうですね。特にノルウェーは治安が比較的良い国だったので、夜道

も普通に歩けるし、日本と比べて怖いってことはなかったですね。た

だ、やっぱり飛行機のチケットの取り方とか分からなかったんで、ノ

ルウェーに行く飛行機のチケットは大学の生協で取ったり（笑）。それ

くらい全然分からなかったんだけど、やってみたら全部すごく簡単と

いうか、大したことなくて。留学中は旅行によく出掛けたのですが、飛

行機のチケットを取ることも、ヨーロッパのユースホステルに泊まる

こともやってみたら全部簡単でしたね。

そうそうそう。すごく使いました！留学先にノルウェーを選んだこと

で結果的によかったなって思うのは、ヨーロッパって一回行ってし

まったら、どこの国も近いんで、結構いろんな旅行はしましたね。まだ

学生でちゃんとしたホテルに泊まれるお金もなかったんで、ポーラン

ドのクラクフに行ったりとか、フランスのパリに行ったりとか、あとは

1985年生まれ、東京都出身。

社会学者・作家。東大大学院修士課程在籍中に出版した『希望難民ご一行様　ピース

ボートと「承認の共同体」幻想』、『絶望の国の幸福な若者たち』などで現代の若者の生態

を的確に抽出。また、世界の戦争博物館を巡り戦争と記憶の関係について考察した『誰も

戦争を教えてくれなかった』などで注目された。また、内閣府国家戦略室「フロンティア分

科会」部会委員、「経済財政動向等についての集中点検会合」委員、内閣官房行政改革推

進本部事務局「国・行政のあり方に関する懇談会」メンバー、「クールジャパン推進会議」

委員などを歴任する一方で、2018年には初の小説『平成くん、さようなら』で第160回芥川

龍之介賞候補に、翌年には『百の夜は跳ねて』で第161回芥川龍之介賞候補に選ばれる

など多方面で活躍している。
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―エスケープルームって、その土地によって個性や特色ってあるん

ですか？

―その時はどんなメンバーでエスケープルームツアーを敢行した

のでしょうか？

―面白そう！すごくやってみたくなりました。でも、海外だと言葉の

カベがありそうで……。

―これまで行った中で特に印象に残っている旅先やお気に入りの場

所を教えてください！

―キャラクターというか国民性が日本と近いのでしょうか？

ドイツのミュンヘンとか、全部ユースホステルですね。あとは、チェコ

のプラハにも泊まりましたね。その辺は全部ユースホステルですね。

（笑）。泊まってみたら全然ストレスないし、同世代が多いんで仲良く

もなりますし、旅の情報の交換とかもできるし。ポーランドには留学

生の友達2人と一緒に行ったんですけど、旅の途中で険悪な雰囲気

になってしまって。でも、逆にユースホステルだったから何とかなっ

たという思い出があります（笑）。一緒に行った友達と険悪になって

も、そこでできた友達たちと話してればいいからガス抜きができたと

いうか。完全に３人だけで旅行をしていて、仲が悪くなったら終わり

じゃないですか？でも、ユースホステルっていう同世代の友達がたく

さんいる環境だったから、気が紛れてすごく良かったです。

あとは、値段が手頃だったのもすごくありがたかったですね。特に留学

していてお金がなかったので。今だったら海外送金とかも簡単ですけ

ど、当時は手続きも煩雑だったし、手数料も高かった。１年間に必要な

費用をあらかじめ日本から送っておいて、その費用の中で１年間暮ら

さなきゃいけなかったので。

そうですね。これはたまたま知り合いに誘われたから、面白そうだな

乗ってみようかなって。乗るからには無駄にしたくないなって思って、

船の中でインタビューや調査とかをして、ピースボートを研究したこ

とで２倍に楽しめて良かったですね。研究抜きにしても途中でエン

ジン壊れたとか、船に穴が開いたりとか（笑）。100日間の予定が、結

局114日間になってしまったんです。

ピースボートって言ってもボロボロの船を借りているので、いつも何

かしら問題が起こっていましたね。僕が乗った船はちょうどエンジン

が壊れていて、しかも穴が空いていた（笑）。それを含めてすごく面白

かったですけど。旅行自体はすっごいラクな旅でしたよ。乗っていれ

ば勝手に目的地に着くんで。時差もないですし。それでもヨルダンの

ペトラ遺跡だとか、エジプトのカイロやピラミッドだとか、そういった

自分では行かないだろうなってところに行けたのはすごく良かった

なって思ってます。ちなみに今は豪華で快適な船に変わったので、あ

んまりネガティブなことを言わないで欲しいとピースボートのスタッ

フから言われました（笑）。

ないですね。ものすごく……というほどではないですけど、そこそこ

気は使うんで。例えば、絶対にポケットにファスナーが付いているズ

ボンにするとか、絶対にケータイをファスナーが付いたところに入れ

るとか、本当に最低限ですけど。あとは、あんまりお金持ちっぽい服

あー！この前迷って結局行かなかったところだ。一昨年ハンブルクに

行った後に行こうと思ったんですけど、コペンハーゲンに行く渡り鳥

ラインが廃止になってしまうって聞いてそっちに行っちゃったんです

よ。（写真を見て）大人でも泊まりやすそうですね。面白い！行ってみ

たいですね。

まずは統計的に見てみると、絶対数としては減っていても、割合とし

ては若者の「海外旅行離れ」とは決して言えないんです。つまり、若

者が減っているから減っているように見えるだけということが一つ

と、あとはスマホって逆に旅と相性が良いって思っています。すごく

今ラクだなって思うのが、外国語を使わなくても旅行ができること。

移動についても、目的地を日本語のアプリに入れていけば、別に普

通に目的地まで着けるし。旅のハードルははるかに下がっているん

で、だから昔よりも旅行をする若者が減っているというのは、あくま

でもイメージ先行の部分が大きいと思います。調べられるからこそ、

逆に無駄なく旅ができると思うんですよね。それこそ団体旅行みた

いにみんなでバスに乗って行って、観光地だけに行く旅行ではなく

て、個人的にカスタマイズした旅行がしやすくなっていると思う。

もしかしたら、格差がそこに出ていて、すごく何回も行っている人と

行っていない人の差が昔よりも出てきているのかもしれないですね。

宇宙に行くわけじゃない、ということかな（笑）。同じ地球上にあって、

せっかくお金さえ払えば行ける場所がたくさんあるんだから、もっと

行ったらいいのになぁとは思いますよね。宇宙に行く前に、地球上だ

けでもすごく多様な街と多様な文化と多様な景色ってものがあるわ

けじゃないですか。これだけ安全に、これだけ格安に行ける時代って

今までなかったと思うんです。100年前に旅行することはものすごく

難しくて、ものすごくお金がかかって、多分50年前でさえもすごくお

金がかかって、地球上のあちこちを旅することって誰もができること

ではなかった。けれど、今ってちょっとバイトしたりとか、ちょっとお

金を貯めたら、誰でも地球の反対側まですぐに行ける時代で、しか

も情報がかつてないほど検索もしやすいっていう。本で読むことよ

りも、体験したことの方が人は大抵覚えていると思っていて。いくら

写真で見ても、やっぱり情報量が違う。今はVRとかありますけど、そ

―昔からありますよね？「このチケット当たったんだけど」っていう

古典的な誘い方（笑）。

―今でもよくノルウェーには行かれるんですか？

―お伺いしたかったのが、古市さんってすごく交友関係が広いじゃな

いですか？どうやって色んな人と仲良くなったりされるのでしょうか？

ゲームが広げる交友関係
目的があれば誘いやすいし、誘われやすい

れでもまだまだ全然体験には及びません。この先さらにテクノロ

ジーが発達したら別かもしれませんけど、現段階の最先端のテクノ

ロジーを集めても、やっぱり直接の体験にはかなわないものはどう

してもあると思うんですね。だから、若いうちは時間がたくさんある

と思うので、時間と体力があるうちに旅に出ないのはすごくもった

いないなあと思います。

―何となく古市さんの好みが分かってきました！恐らく、好きなのは

ギリシャとかシチリアみたいな場所じゃないってことでしょうか？

―古市さんは歴史的な意味がある場所に惹かれるようなので、ドイ

ツの北の方にナチスが保養所として作ったプローラっていうところ

があるんですが……

―お話を伺っていると、旅のトリガーになるのはエスケープゲームと

絶景でしょうか？

インスタで見た絶景を求めても
その「瞬間」にはいまだ出会えていない
それでもやっぱり懲りずに現地へと赴く

0504



最近はドイツのハンブルクがすごく好きで、一昨年（2018年）も去年

(2019年）も行きました。多分、港町と人口100万人以上の都市がすごく

好きなんです。ハンブルクは人口が意外と多いので、重層的にいろい

ろなものがあって、人々の行き交う場所だからいろんな文化があるん

です。それに、何回行っても新しい発見があって。多分、今年も来年もま

た行く予定です。口コミランキング世界一のエスケープルームもある

ので（笑）。まだ行っていないので、友達と行こうかって話しています。

あとは、最近新しくできたホテル。元々は総レンガ造りの倉庫なんだけ

ど、上の方をぶち抜いてガラス張りのホテル兼コンサートホールにして

いて、その建物がすごくかっこよくてお気に入りです。国でいうとドイツ

がすごく好きですね。予測できるというか、日本とすごく近いというか。

体感として、本当に想像通りになるというか、意外とストレスがないと

いうか……。列車は遅れるし、もちろん日本とは違う部分も多いんで

すけど、あまり違和感なく暮らせるっていうか、僕にとってはストレス

が少ないんです。だから、ハンブルクには１ヶ月くらい住んでみたい

ですね。あとは、オスロも住んでいたので好きな街ですね。

そうそうそう。それこそギリシャのアテネにも一度行ったんですけど、

あんまり南の方は得意じゃなくて。ちょっと僕にはラフすぎるという

か。精巧な街の方が好きです。だから、チェコのプラハとか好きです

ね。積み重なっている感じがすごくして、時計仕掛けみたいな雰囲気

があって。だからロンドンとかはすごく好きです。あとは、旧共産圏。

ヘルシンキのようなロシアの影響下にあった国とかも結構好きです

し、あとはエストニアとか、ドイツも東側とか結構回ってたり。ポーラ

ンドのワルシャワの巨大なタワーとかも好きです。

そうですね。でも、正直インスタに上がっているような画像を超える

絶景を見たことがなくて。大抵やっぱりカメラマンが何時間も何日も

いて捉えた一瞬にかなう景色ってあんまりないじゃないですか。だ

からそれを超えるような素晴らしい光景を見たいなってずっと思って

いて、探しに行くんだけど、毎回がっかりするという（笑）。それを懲り

ずに繰り返しているっていうか。だからモン・サン・ミッシェルに行っ

ても、写真の方が綺麗だし、現地はちょっともっさりした田舎の観光

地にしか見えないしとか。まあ、それでも物凄い絶景を見てみたいな

と思って、いろんな場所に懲りずに行ってるって感じですね（笑）。逆

に、ホステリングマガジンさんのオススメスポットはありますか？

すごく分かるので。大人の言うゴルフとかってそれに近いのか

なぁって気はしますね。エスケープルームって世界中どこにでもあっ

て、特にヨーロッパだとどこの街にもあるんで、トリップアドバイザー

とかを見ても、大抵、街のランキングTOP10に載っているくらい、どこ

の街にもあるんで。だから、訪れた街で「この街つまらないな」って

思ったら、まあ、エスケープルームを探してエスケープルームに行っ

ちゃいますね（笑）。

ありますね。オランダは結構独立系が多くて、例えばエスケープルー

ム好きが会社を辞めて始めたところとかも結構多かったりして。宗教

に寛容な国なので、本物の教会の真下で悪魔祓いをテーマにしたエ

スケープルームがあったりとか、本物の修道院を使ったエスケープ

ルームがあったりとか。結構オランダでは盛んですね。最近もエス

ケープルームのためだけに行きましたよ。４日間エスケープルーム

だけを本当にして、朝の8時にホテルのロビーに集合して夜中の2時

くらいに解散みたいな。1日8軒くらいエスケープルームだけを回るっ

ていう旅をひたすらしていました。当初の予定では、観光もしようっ

てなってて、アムステルダム国立美術館に行ったり風車を見に行った

りしたんですけど、みんな10分くらいで飽きてしまって。

アムステルダムには俳優の佐藤健くんとか、それこそ脱出ゲームとか

を作ってる側の松丸亮吾くんとか、いつも日本でもエスケープルーム

をしている友達と行きました。エスケープルームとかゲームって、限

られた時間の中で仲間と一緒に何かを成し遂げるという体験ができ

るんです。そんなことは実際の生活では難しいじゃないですか。だか

らこそ、仲間と一緒にすることが楽しいと思っていて。それこそ僕が

20歳とかだったら、多分、どこの街に行ってもユースホステルとかで

エスケープルーム好きの友達を探して「エスケープルームに行こ

う！」ってやってたんじゃないかなぁ。

ヨーロッパのエスケープルームは基本的に言語に依存しないものが

すごく多いので、英語が多少できればいいかな？くらいで大丈夫で

す。英語さえできなくてもなんとかなるようなところもすごく多い。だ

から、日本の脱出ゲームとはちょっと違うかな。基本的に現地の言葉

は全く知らなくて、せいぜい英語くらいでなんとかなるゲームばっか

り。あとはゲームの最中は本当に真剣になるんで、英語に関してもヒ

ントとか大抵トランシーバーとかで言ってもらうことが多いので、本

気で聞き取って、本気で解かなきゃいけないから英語の勉強にもお

すすめですね。

装をしていかないとか。本当にきったない格好をしていくので、全然

お金を持っているように見られないだろうし。あとは、飛行機に乗る

時は、機内持ち込みサイズのバッグにして絶対に預けないのでロス

トバゲージってこともないですし。トラブルが起きにくいような旅は

心がけてはいますね。

ただ、ノルウェーにいた時かな？自分のミスで船に乗り間違えたこと

があって、その時はボーデって町から、ロフォーテン諸島行きの船に

乗ろうとして、それが北向きなんですけど南向きの船に乗っちゃって。

なかなか船が北に向かなくて、Googleマップを見ても、どんどん南

へ向かっていて。慌ててその船の停まる島を調べたんですけど、どこ

も人口100人くらいの小さい島ばかりで（笑）。結局終点まで行って、

そこで1泊してまた同じ船に乗って帰ってきましたけど。今は検索す

れば大丈夫なので、怖いってことはあまりないですね。

よくってほどではないですけど、ヨーロッパに行くついでにどっか行

こうってなった時に、友達がいる街の方が行きやすいので。ノル

ウェーだけじゃなくて、ロンドンとか、アムステルダムとか、オスロとか

友達がいる街っていうのは結構行きますね。僕は「エスケープルーム

（脱出ゲーム）」がすごく好きなんですけど、一緒にやる友達のところ

によく行ってます。エスケープルームは大抵５～６人とか仲間がい

ないとできないんです。だから誰もいないって時は、Facebookとか

で知り合いを探して、大学で一回だけこの子と一緒の授業を取った

ことがあるかなみたいな感じの、ギリギリの細い繋がりの知り合いま

でたどって、その子にまた友達を見つけてきてもらって、即席チーム

を作ってゲームに行くってことはよくやってますね。大学以来一度も

会ってなかった友達に連絡を取って「エスケープルームしない？」っ

て言って、その子の友達を集めてもらってゲームやったりとか。そう

いうことをやってますね。

共通の目的があればすごくラクですよ。ただ単に「仲良くなりましょ

う」ってすごく難しいですよね。何をとっかかりにお互いに仲良くなれ

ばいいか分からないじゃないですか。でも、単純に「アムステルダム

でエスケープルームがあって、行かなきゃいけない」っていう目的が

あったら、こっちも誘いやすいし、向こうも来やすい。だから目的が

あって、集まって、結果的に目的がなくなっても仲良くなるっていう関

係が多いですかね。日本で仲良い友達も、「人狼」っていうゲームだっ

たりとか、ゲームで仲良くなることがすごく多いので、やっぱり何かし

ら目的があった方が人と人は仲良くなれるなと思います。

そうそう（笑）。僕の場合は、結果的にゲームを通じて仲良くなった

人がすごくいるなって思う。ゲームってそれぞれの思考だったりとか

留学が初めてですね。それまではハワイとか韓国とか、メジャーな海

外旅行先にも行ったことは一回もなくて。高校生の頃までは、海外っ

てすごく遠いもの、全然自分には身近ではないと思っていたんです。

ただ、大学のキャンパスが、留学生や海外の人が多い学部だったん

ですね。周りの学生たちを見ても、留学も海外で暮らしているのも当

たり前だし、外国語を喋れるのも当たり前。そういう環境に身を置い

たから、自然な選択として海外に留学に行こうかなって思ったんです

よね。だから大学生の頃に初めて海外に興味を持ったっていうか、む

しろ「行かなきゃ」くらいの感じで思っていました。そんなわけで、

2005年、大学3年生の夏から１年間、ノルウェーのオスロ大学に留学

したんです。

それまでは実家暮らしでしたし、一人暮らしも何もかも初めてだった

んですけど、不安はなかったです。なにせ友人たちも結構同じタイミ

ングで留学しますし、すでにインターネットとかもあったので。普通に

Skypeで友達や家族とかと映像を見ながら会話もできるし、ネットと

かも普通に使えるわけだから、あんまり怖いってことはそこまでな

かったですね。でも、飛行機は国内便しか乗ったことがなかったん

で、全然勝手が分からなくて。他にも、ちょっとした貴重品とかある

じゃないですか？貴重品はトイレに持って行った方が良いのかとか、

パスポートや財布とかをどれくらい厳重に守れば良いのかとか、何

にも分からなかったので、そういう怖さはありましたね。

そうですね。特にノルウェーは治安が比較的良い国だったので、夜道

も普通に歩けるし、日本と比べて怖いってことはなかったですね。た

だ、やっぱり飛行機のチケットの取り方とか分からなかったんで、ノ

ルウェーに行く飛行機のチケットは大学の生協で取ったり（笑）。それ

くらい全然分からなかったんだけど、やってみたら全部すごく簡単と

いうか、大したことなくて。留学中は旅行によく出掛けたのですが、飛

行機のチケットを取ることも、ヨーロッパのユースホステルに泊まる

こともやってみたら全部簡単でしたね。

そうそうそう。すごく使いました！留学先にノルウェーを選んだこと

で結果的によかったなって思うのは、ヨーロッパって一回行ってし

まったら、どこの国も近いんで、結構いろんな旅行はしましたね。まだ

学生でちゃんとしたホテルに泊まれるお金もなかったんで、ポーラン

ドのクラクフに行ったりとか、フランスのパリに行ったりとか、あとは

1985年生まれ、東京都出身。
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―エスケープルームって、その土地によって個性や特色ってあるん

ですか？

―その時はどんなメンバーでエスケープルームツアーを敢行した

のでしょうか？

―面白そう！すごくやってみたくなりました。でも、海外だと言葉の

カベがありそうで……。

―これまで行った中で特に印象に残っている旅先やお気に入りの場

所を教えてください！

―キャラクターというか国民性が日本と近いのでしょうか？

ドイツのミュンヘンとか、全部ユースホステルですね。あとは、チェコ

のプラハにも泊まりましたね。その辺は全部ユースホステルですね。

（笑）。泊まってみたら全然ストレスないし、同世代が多いんで仲良く

もなりますし、旅の情報の交換とかもできるし。ポーランドには留学

生の友達2人と一緒に行ったんですけど、旅の途中で険悪な雰囲気

になってしまって。でも、逆にユースホステルだったから何とかなっ

たという思い出があります（笑）。一緒に行った友達と険悪になって

も、そこでできた友達たちと話してればいいからガス抜きができたと

いうか。完全に３人だけで旅行をしていて、仲が悪くなったら終わり

じゃないですか？でも、ユースホステルっていう同世代の友達がたく

さんいる環境だったから、気が紛れてすごく良かったです。

あとは、値段が手頃だったのもすごくありがたかったですね。特に留学

していてお金がなかったので。今だったら海外送金とかも簡単ですけ

ど、当時は手続きも煩雑だったし、手数料も高かった。１年間に必要な

費用をあらかじめ日本から送っておいて、その費用の中で１年間暮ら

さなきゃいけなかったので。

そうですね。これはたまたま知り合いに誘われたから、面白そうだな

乗ってみようかなって。乗るからには無駄にしたくないなって思って、

船の中でインタビューや調査とかをして、ピースボートを研究したこ

とで２倍に楽しめて良かったですね。研究抜きにしても途中でエン

ジン壊れたとか、船に穴が開いたりとか（笑）。100日間の予定が、結

局114日間になってしまったんです。

ピースボートって言ってもボロボロの船を借りているので、いつも何

かしら問題が起こっていましたね。僕が乗った船はちょうどエンジン

が壊れていて、しかも穴が空いていた（笑）。それを含めてすごく面白

かったですけど。旅行自体はすっごいラクな旅でしたよ。乗っていれ

ば勝手に目的地に着くんで。時差もないですし。それでもヨルダンの

ペトラ遺跡だとか、エジプトのカイロやピラミッドだとか、そういった

自分では行かないだろうなってところに行けたのはすごく良かった

なって思ってます。ちなみに今は豪華で快適な船に変わったので、あ

んまりネガティブなことを言わないで欲しいとピースボートのスタッ

フから言われました（笑）。

ないですね。ものすごく……というほどではないですけど、そこそこ

気は使うんで。例えば、絶対にポケットにファスナーが付いているズ

ボンにするとか、絶対にケータイをファスナーが付いたところに入れ

るとか、本当に最低限ですけど。あとは、あんまりお金持ちっぽい服

あー！この前迷って結局行かなかったところだ。一昨年ハンブルクに

行った後に行こうと思ったんですけど、コペンハーゲンに行く渡り鳥

ラインが廃止になってしまうって聞いてそっちに行っちゃったんです

よ。（写真を見て）大人でも泊まりやすそうですね。面白い！行ってみ

たいですね。

まずは統計的に見てみると、絶対数としては減っていても、割合とし

ては若者の「海外旅行離れ」とは決して言えないんです。つまり、若

者が減っているから減っているように見えるだけということが一つ

と、あとはスマホって逆に旅と相性が良いって思っています。すごく

今ラクだなって思うのが、外国語を使わなくても旅行ができること。

移動についても、目的地を日本語のアプリに入れていけば、別に普

通に目的地まで着けるし。旅のハードルははるかに下がっているん

で、だから昔よりも旅行をする若者が減っているというのは、あくま

でもイメージ先行の部分が大きいと思います。調べられるからこそ、

逆に無駄なく旅ができると思うんですよね。それこそ団体旅行みた

いにみんなでバスに乗って行って、観光地だけに行く旅行ではなく

て、個人的にカスタマイズした旅行がしやすくなっていると思う。

もしかしたら、格差がそこに出ていて、すごく何回も行っている人と

行っていない人の差が昔よりも出てきているのかもしれないですね。

宇宙に行くわけじゃない、ということかな（笑）。同じ地球上にあって、

せっかくお金さえ払えば行ける場所がたくさんあるんだから、もっと

行ったらいいのになぁとは思いますよね。宇宙に行く前に、地球上だ

けでもすごく多様な街と多様な文化と多様な景色ってものがあるわ

けじゃないですか。これだけ安全に、これだけ格安に行ける時代って

今までなかったと思うんです。100年前に旅行することはものすごく

難しくて、ものすごくお金がかかって、多分50年前でさえもすごくお

金がかかって、地球上のあちこちを旅することって誰もができること

ではなかった。けれど、今ってちょっとバイトしたりとか、ちょっとお

金を貯めたら、誰でも地球の反対側まですぐに行ける時代で、しか

も情報がかつてないほど検索もしやすいっていう。本で読むことよ

りも、体験したことの方が人は大抵覚えていると思っていて。いくら

写真で見ても、やっぱり情報量が違う。今はVRとかありますけど、そ

―昔からありますよね？「このチケット当たったんだけど」っていう

古典的な誘い方（笑）。

―今でもよくノルウェーには行かれるんですか？

―お伺いしたかったのが、古市さんってすごく交友関係が広いじゃな

いですか？どうやって色んな人と仲良くなったりされるのでしょうか？

ゲームが広げる交友関係
目的があれば誘いやすいし、誘われやすい

れでもまだまだ全然体験には及びません。この先さらにテクノロ

ジーが発達したら別かもしれませんけど、現段階の最先端のテクノ

ロジーを集めても、やっぱり直接の体験にはかなわないものはどう

してもあると思うんですね。だから、若いうちは時間がたくさんある

と思うので、時間と体力があるうちに旅に出ないのはすごくもった

いないなあと思います。

―何となく古市さんの好みが分かってきました！恐らく、好きなのは

ギリシャとかシチリアみたいな場所じゃないってことでしょうか？

―古市さんは歴史的な意味がある場所に惹かれるようなので、ドイ

ツの北の方にナチスが保養所として作ったプローラっていうところ

があるんですが……

―お話を伺っていると、旅のトリガーになるのはエスケープゲームと

絶景でしょうか？

インスタで見た絶景を求めても
その「瞬間」にはいまだ出会えていない
それでもやっぱり懲りずに現地へと赴く
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最近はドイツのハンブルクがすごく好きで、一昨年（2018年）も去年

(2019年）も行きました。多分、港町と人口100万人以上の都市がすごく

好きなんです。ハンブルクは人口が意外と多いので、重層的にいろい

ろなものがあって、人々の行き交う場所だからいろんな文化があるん

です。それに、何回行っても新しい発見があって。多分、今年も来年もま

た行く予定です。口コミランキング世界一のエスケープルームもある

ので（笑）。まだ行っていないので、友達と行こうかって話しています。

あとは、最近新しくできたホテル。元々は総レンガ造りの倉庫なんだけ

ど、上の方をぶち抜いてガラス張りのホテル兼コンサートホールにして

いて、その建物がすごくかっこよくてお気に入りです。国でいうとドイツ

がすごく好きですね。予測できるというか、日本とすごく近いというか。

体感として、本当に想像通りになるというか、意外とストレスがないと

いうか……。列車は遅れるし、もちろん日本とは違う部分も多いんで

すけど、あまり違和感なく暮らせるっていうか、僕にとってはストレス

が少ないんです。だから、ハンブルクには１ヶ月くらい住んでみたい

ですね。あとは、オスロも住んでいたので好きな街ですね。

そうそうそう。それこそギリシャのアテネにも一度行ったんですけど、

あんまり南の方は得意じゃなくて。ちょっと僕にはラフすぎるという

か。精巧な街の方が好きです。だから、チェコのプラハとか好きです

ね。積み重なっている感じがすごくして、時計仕掛けみたいな雰囲気

があって。だからロンドンとかはすごく好きです。あとは、旧共産圏。

ヘルシンキのようなロシアの影響下にあった国とかも結構好きです

し、あとはエストニアとか、ドイツも東側とか結構回ってたり。ポーラ

ンドのワルシャワの巨大なタワーとかも好きです。

そうですね。でも、正直インスタに上がっているような画像を超える

絶景を見たことがなくて。大抵やっぱりカメラマンが何時間も何日も

いて捉えた一瞬にかなう景色ってあんまりないじゃないですか。だ

からそれを超えるような素晴らしい光景を見たいなってずっと思って

いて、探しに行くんだけど、毎回がっかりするという（笑）。それを懲り

ずに繰り返しているっていうか。だからモン・サン・ミッシェルに行っ

ても、写真の方が綺麗だし、現地はちょっともっさりした田舎の観光

地にしか見えないしとか。まあ、それでも物凄い絶景を見てみたいな

と思って、いろんな場所に懲りずに行ってるって感じですね（笑）。逆

に、ホステリングマガジンさんのオススメスポットはありますか？

すごく分かるので。大人の言うゴルフとかってそれに近いのか

なぁって気はしますね。エスケープルームって世界中どこにでもあっ

て、特にヨーロッパだとどこの街にもあるんで、トリップアドバイザー

とかを見ても、大抵、街のランキングTOP10に載っているくらい、どこ

の街にもあるんで。だから、訪れた街で「この街つまらないな」って

思ったら、まあ、エスケープルームを探してエスケープルームに行っ

ちゃいますね（笑）。

ありますね。オランダは結構独立系が多くて、例えばエスケープルー

ム好きが会社を辞めて始めたところとかも結構多かったりして。宗教

に寛容な国なので、本物の教会の真下で悪魔祓いをテーマにしたエ

スケープルームがあったりとか、本物の修道院を使ったエスケープ

ルームがあったりとか。結構オランダでは盛んですね。最近もエス

ケープルームのためだけに行きましたよ。４日間エスケープルーム

だけを本当にして、朝の8時にホテルのロビーに集合して夜中の2時

くらいに解散みたいな。1日8軒くらいエスケープルームだけを回るっ

ていう旅をひたすらしていました。当初の予定では、観光もしようっ

てなってて、アムステルダム国立美術館に行ったり風車を見に行った

りしたんですけど、みんな10分くらいで飽きてしまって。

アムステルダムには俳優の佐藤健くんとか、それこそ脱出ゲームとか

を作ってる側の松丸亮吾くんとか、いつも日本でもエスケープルーム

をしている友達と行きました。エスケープルームとかゲームって、限

られた時間の中で仲間と一緒に何かを成し遂げるという体験ができ

るんです。そんなことは実際の生活では難しいじゃないですか。だか

らこそ、仲間と一緒にすることが楽しいと思っていて。それこそ僕が

20歳とかだったら、多分、どこの街に行ってもユースホステルとかで

エスケープルーム好きの友達を探して「エスケープルームに行こ

う！」ってやってたんじゃないかなぁ。

ヨーロッパのエスケープルームは基本的に言語に依存しないものが

すごく多いので、英語が多少できればいいかな？くらいで大丈夫で

す。英語さえできなくてもなんとかなるようなところもすごく多い。だ

から、日本の脱出ゲームとはちょっと違うかな。基本的に現地の言葉

は全く知らなくて、せいぜい英語くらいでなんとかなるゲームばっか

り。あとはゲームの最中は本当に真剣になるんで、英語に関してもヒ

ントとか大抵トランシーバーとかで言ってもらうことが多いので、本

気で聞き取って、本気で解かなきゃいけないから英語の勉強にもお

すすめですね。

装をしていかないとか。本当にきったない格好をしていくので、全然

お金を持っているように見られないだろうし。あとは、飛行機に乗る

時は、機内持ち込みサイズのバッグにして絶対に預けないのでロス

トバゲージってこともないですし。トラブルが起きにくいような旅は

心がけてはいますね。

ただ、ノルウェーにいた時かな？自分のミスで船に乗り間違えたこと

があって、その時はボーデって町から、ロフォーテン諸島行きの船に

乗ろうとして、それが北向きなんですけど南向きの船に乗っちゃって。

なかなか船が北に向かなくて、Googleマップを見ても、どんどん南

へ向かっていて。慌ててその船の停まる島を調べたんですけど、どこ

も人口100人くらいの小さい島ばかりで（笑）。結局終点まで行って、

そこで1泊してまた同じ船に乗って帰ってきましたけど。今は検索す

れば大丈夫なので、怖いってことはあまりないですね。

よくってほどではないですけど、ヨーロッパに行くついでにどっか行

こうってなった時に、友達がいる街の方が行きやすいので。ノル

ウェーだけじゃなくて、ロンドンとか、アムステルダムとか、オスロとか

友達がいる街っていうのは結構行きますね。僕は「エスケープルーム

（脱出ゲーム）」がすごく好きなんですけど、一緒にやる友達のところ

によく行ってます。エスケープルームは大抵５～６人とか仲間がい

ないとできないんです。だから誰もいないって時は、Facebookとか

で知り合いを探して、大学で一回だけこの子と一緒の授業を取った

ことがあるかなみたいな感じの、ギリギリの細い繋がりの知り合いま

でたどって、その子にまた友達を見つけてきてもらって、即席チーム

を作ってゲームに行くってことはよくやってますね。大学以来一度も

会ってなかった友達に連絡を取って「エスケープルームしない？」っ

て言って、その子の友達を集めてもらってゲームやったりとか。そう

いうことをやってますね。

共通の目的があればすごくラクですよ。ただ単に「仲良くなりましょ

う」ってすごく難しいですよね。何をとっかかりにお互いに仲良くなれ

ばいいか分からないじゃないですか。でも、単純に「アムステルダム

でエスケープルームがあって、行かなきゃいけない」っていう目的が

あったら、こっちも誘いやすいし、向こうも来やすい。だから目的が

あって、集まって、結果的に目的がなくなっても仲良くなるっていう関

係が多いですかね。日本で仲良い友達も、「人狼」っていうゲームだっ

たりとか、ゲームで仲良くなることがすごく多いので、やっぱり何かし

ら目的があった方が人と人は仲良くなれるなと思います。

そうそう（笑）。僕の場合は、結果的にゲームを通じて仲良くなった

人がすごくいるなって思う。ゲームってそれぞれの思考だったりとか

留学が初めてですね。それまではハワイとか韓国とか、メジャーな海

外旅行先にも行ったことは一回もなくて。高校生の頃までは、海外っ

てすごく遠いもの、全然自分には身近ではないと思っていたんです。

ただ、大学のキャンパスが、留学生や海外の人が多い学部だったん

ですね。周りの学生たちを見ても、留学も海外で暮らしているのも当

たり前だし、外国語を喋れるのも当たり前。そういう環境に身を置い

たから、自然な選択として海外に留学に行こうかなって思ったんです

よね。だから大学生の頃に初めて海外に興味を持ったっていうか、む

しろ「行かなきゃ」くらいの感じで思っていました。そんなわけで、

2005年、大学3年生の夏から１年間、ノルウェーのオスロ大学に留学

したんです。

それまでは実家暮らしでしたし、一人暮らしも何もかも初めてだった

んですけど、不安はなかったです。なにせ友人たちも結構同じタイミ

ングで留学しますし、すでにインターネットとかもあったので。普通に

Skypeで友達や家族とかと映像を見ながら会話もできるし、ネットと

かも普通に使えるわけだから、あんまり怖いってことはそこまでな

かったですね。でも、飛行機は国内便しか乗ったことがなかったん

で、全然勝手が分からなくて。他にも、ちょっとした貴重品とかある

じゃないですか？貴重品はトイレに持って行った方が良いのかとか、

パスポートや財布とかをどれくらい厳重に守れば良いのかとか、何

にも分からなかったので、そういう怖さはありましたね。

そうですね。特にノルウェーは治安が比較的良い国だったので、夜道

も普通に歩けるし、日本と比べて怖いってことはなかったですね。た

だ、やっぱり飛行機のチケットの取り方とか分からなかったんで、ノ

ルウェーに行く飛行機のチケットは大学の生協で取ったり（笑）。それ

くらい全然分からなかったんだけど、やってみたら全部すごく簡単と

いうか、大したことなくて。留学中は旅行によく出掛けたのですが、飛

行機のチケットを取ることも、ヨーロッパのユースホステルに泊まる

こともやってみたら全部簡単でしたね。

そうそうそう。すごく使いました！留学先にノルウェーを選んだこと

で結果的によかったなって思うのは、ヨーロッパって一回行ってし

まったら、どこの国も近いんで、結構いろんな旅行はしましたね。まだ

学生でちゃんとしたホテルに泊まれるお金もなかったんで、ポーラン

ドのクラクフに行ったりとか、フランスのパリに行ったりとか、あとは

ドイツのミュンヘンとか、全部ユースホステルですね。あとは、チェコ

のプラハにも泊まりましたね。その辺は全部ユースホステルですね。

（笑）。泊まってみたら全然ストレスないし、同世代が多いんで仲良く

もなりますし、旅の情報の交換とかもできるし。ポーランドには留学

生の友達2人と一緒に行ったんですけど、旅の途中で険悪な雰囲気

になってしまって。でも、逆にユースホステルだったから何とかなっ

たという思い出があります（笑）。一緒に行った友達と険悪になって

も、そこでできた友達たちと話してればいいからガス抜きができたと

いうか。完全に３人だけで旅行をしていて、仲が悪くなったら終わり

じゃないですか？でも、ユースホステルっていう同世代の友達がたく

さんいる環境だったから、気が紛れてすごく良かったです。

あとは、値段が手頃だったのもすごくありがたかったですね。特に留学

していてお金がなかったので。今だったら海外送金とかも簡単ですけ

ど、当時は手続きも煩雑だったし、手数料も高かった。１年間に必要な

費用をあらかじめ日本から送っておいて、その費用の中で１年間暮ら

さなきゃいけなかったので。

そうですね。これはたまたま知り合いに誘われたから、面白そうだな

乗ってみようかなって。乗るからには無駄にしたくないなって思って、

船の中でインタビューや調査とかをして、ピースボートを研究したこ

とで２倍に楽しめて良かったですね。研究抜きにしても途中でエン

ジン壊れたとか、船に穴が開いたりとか（笑）。100日間の予定が、結

局114日間になってしまったんです。

ピースボートって言ってもボロボロの船を借りているので、いつも何

かしら問題が起こっていましたね。僕が乗った船はちょうどエンジン

が壊れていて、しかも穴が空いていた（笑）。それを含めてすごく面白

かったですけど。旅行自体はすっごいラクな旅でしたよ。乗っていれ

ば勝手に目的地に着くんで。時差もないですし。それでもヨルダンの

ペトラ遺跡だとか、エジプトのカイロやピラミッドだとか、そういった

自分では行かないだろうなってところに行けたのはすごく良かった

なって思ってます。ちなみに今は豪華で快適な船に変わったので、あ

んまりネガティブなことを言わないで欲しいとピースボートのスタッ

フから言われました（笑）。

ないですね。ものすごく……というほどではないですけど、そこそこ

気は使うんで。例えば、絶対にポケットにファスナーが付いているズ

ボンにするとか、絶対にケータイをファスナーが付いたところに入れ

るとか、本当に最低限ですけど。あとは、あんまりお金持ちっぽい服

あー！この前迷って結局行かなかったところだ。一昨年ハンブルクに

行った後に行こうと思ったんですけど、コペンハーゲンに行く渡り鳥

ラインが廃止になってしまうって聞いてそっちに行っちゃったんです

よ。（写真を見て）大人でも泊まりやすそうですね。面白い！行ってみ

たいですね。

まずは統計的に見てみると、絶対数としては減っていても、割合とし

ては若者の「海外旅行離れ」とは決して言えないんです。つまり、若

者が減っているから減っているように見えるだけということが一つ

と、あとはスマホって逆に旅と相性が良いって思っています。すごく

今ラクだなって思うのが、外国語を使わなくても旅行ができること。

移動についても、目的地を日本語のアプリに入れていけば、別に普

通に目的地まで着けるし。旅のハードルははるかに下がっているん

で、だから昔よりも旅行をする若者が減っているというのは、あくま

でもイメージ先行の部分が大きいと思います。調べられるからこそ、

逆に無駄なく旅ができると思うんですよね。それこそ団体旅行みた

いにみんなでバスに乗って行って、観光地だけに行く旅行ではなく

て、個人的にカスタマイズした旅行がしやすくなっていると思う。

もしかしたら、格差がそこに出ていて、すごく何回も行っている人と

行っていない人の差が昔よりも出てきているのかもしれないですね。

宇宙に行くわけじゃない、ということかな（笑）。同じ地球上にあって、

せっかくお金さえ払えば行ける場所がたくさんあるんだから、もっと

行ったらいいのになぁとは思いますよね。宇宙に行く前に、地球上だ

けでもすごく多様な街と多様な文化と多様な景色ってものがあるわ

けじゃないですか。これだけ安全に、これだけ格安に行ける時代って

今までなかったと思うんです。100年前に旅行することはものすごく

難しくて、ものすごくお金がかかって、多分50年前でさえもすごくお

金がかかって、地球上のあちこちを旅することって誰もができること

ではなかった。けれど、今ってちょっとバイトしたりとか、ちょっとお

金を貯めたら、誰でも地球の反対側まですぐに行ける時代で、しか

も情報がかつてないほど検索もしやすいっていう。本で読むことよ

りも、体験したことの方が人は大抵覚えていると思っていて。いくら

写真で見ても、やっぱり情報量が違う。今はVRとかありますけど、そ

れでもまだまだ全然体験には及びません。この先さらにテクノロ

ジーが発達したら別かもしれませんけど、現段階の最先端のテクノ

ロジーを集めても、やっぱり直接の体験にはかなわないものはどう

してもあると思うんですね。だから、若いうちは時間がたくさんある

と思うので、時間と体力があるうちに旅に出ないのはすごくもった

いないなあと思います。

―「パスポートの取得率」に関しては、近隣の国と比較すると確かに

低い水準ではあるみたいです。
大金や語学がなくたって
地球の裏側へすぐに行ける時代
―最近の日本人の若者を「内向き志向で海外に出ない」「日本

人の若者はスマホで行った気になるからだ」と分析する識者

もおられるのですが、若者の文化を研究されている社会学者

のお立場から古市さんはどう思われますか？

―逆に、まだ海外に行っていない人たちに、古市さんがアドバイスす

るとしたらどんな言葉を送りますか？

Hostelling Magazine  Interview vol.020

古市憲寿さん著書

奈落
これ以上の怖ろしさが、
この世にあるだろうか。
17年前の夏、人気絶頂のミュージシャン・香織はステージか

ら落ち、すべてを失った。残ったのは、どこも動かない身体と

鮮明な意識、そして大嫌いな家族だけ。それでも彼女を生

かすのは、壮絶な怒りか、光のような記憶か、溢れ出る音楽

か――。生の根源と家族の在り方を問い、苛烈な孤独の底

から見上げる景色を描き切った飛翔作。

2018年、初の小説単行本『平成くん、さようなら』（文藝春

秋）を刊行。翌年の『百の夜は跳ねて』（新潮社）とともに二

作連続芥川賞候補作となり話題を呼ぶ。新刊となる『奈落』

は三冊目の小説作品。

（新潮社）　1,540円（税込）
新刊

小説『百の夜は跳ねて』（新潮社）
抽選で3名様にプレゼント！

古市憲寿さんの直筆サイン入り 2020年
4月末日

応募締切
P R E S E N

T

ご応募は日本ユースホステル協会ホームページの専用お申込みフォームから！ 
http://www.jyh.or.jp/hm/
※なお、当選発表は、商品の発送を以てかえさせていただきます。
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最近はドイツのハンブルクがすごく好きで、一昨年（2018年）も去年

(2019年）も行きました。多分、港町と人口100万人以上の都市がすごく

好きなんです。ハンブルクは人口が意外と多いので、重層的にいろい

ろなものがあって、人々の行き交う場所だからいろんな文化があるん

です。それに、何回行っても新しい発見があって。多分、今年も来年もま

た行く予定です。口コミランキング世界一のエスケープルームもある

ので（笑）。まだ行っていないので、友達と行こうかって話しています。

あとは、最近新しくできたホテル。元々は総レンガ造りの倉庫なんだけ

ど、上の方をぶち抜いてガラス張りのホテル兼コンサートホールにして

いて、その建物がすごくかっこよくてお気に入りです。国でいうとドイツ

がすごく好きですね。予測できるというか、日本とすごく近いというか。

体感として、本当に想像通りになるというか、意外とストレスがないと

いうか……。列車は遅れるし、もちろん日本とは違う部分も多いんで

すけど、あまり違和感なく暮らせるっていうか、僕にとってはストレス

が少ないんです。だから、ハンブルクには１ヶ月くらい住んでみたい

ですね。あとは、オスロも住んでいたので好きな街ですね。

そうそうそう。それこそギリシャのアテネにも一度行ったんですけど、

あんまり南の方は得意じゃなくて。ちょっと僕にはラフすぎるという

か。精巧な街の方が好きです。だから、チェコのプラハとか好きです

ね。積み重なっている感じがすごくして、時計仕掛けみたいな雰囲気

があって。だからロンドンとかはすごく好きです。あとは、旧共産圏。

ヘルシンキのようなロシアの影響下にあった国とかも結構好きです

し、あとはエストニアとか、ドイツも東側とか結構回ってたり。ポーラ

ンドのワルシャワの巨大なタワーとかも好きです。

そうですね。でも、正直インスタに上がっているような画像を超える

絶景を見たことがなくて。大抵やっぱりカメラマンが何時間も何日も

いて捉えた一瞬にかなう景色ってあんまりないじゃないですか。だ

からそれを超えるような素晴らしい光景を見たいなってずっと思って

いて、探しに行くんだけど、毎回がっかりするという（笑）。それを懲り

ずに繰り返しているっていうか。だからモン・サン・ミッシェルに行っ

ても、写真の方が綺麗だし、現地はちょっともっさりした田舎の観光

地にしか見えないしとか。まあ、それでも物凄い絶景を見てみたいな

と思って、いろんな場所に懲りずに行ってるって感じですね（笑）。逆

に、ホステリングマガジンさんのオススメスポットはありますか？

すごく分かるので。大人の言うゴルフとかってそれに近いのか

なぁって気はしますね。エスケープルームって世界中どこにでもあっ

て、特にヨーロッパだとどこの街にもあるんで、トリップアドバイザー

とかを見ても、大抵、街のランキングTOP10に載っているくらい、どこ

の街にもあるんで。だから、訪れた街で「この街つまらないな」って

思ったら、まあ、エスケープルームを探してエスケープルームに行っ

ちゃいますね（笑）。

ありますね。オランダは結構独立系が多くて、例えばエスケープルー

ム好きが会社を辞めて始めたところとかも結構多かったりして。宗教

に寛容な国なので、本物の教会の真下で悪魔祓いをテーマにしたエ

スケープルームがあったりとか、本物の修道院を使ったエスケープ

ルームがあったりとか。結構オランダでは盛んですね。最近もエス

ケープルームのためだけに行きましたよ。４日間エスケープルーム

だけを本当にして、朝の8時にホテルのロビーに集合して夜中の2時

くらいに解散みたいな。1日8軒くらいエスケープルームだけを回るっ

ていう旅をひたすらしていました。当初の予定では、観光もしようっ

てなってて、アムステルダム国立美術館に行ったり風車を見に行った

りしたんですけど、みんな10分くらいで飽きてしまって。

アムステルダムには俳優の佐藤健くんとか、それこそ脱出ゲームとか

を作ってる側の松丸亮吾くんとか、いつも日本でもエスケープルーム

をしている友達と行きました。エスケープルームとかゲームって、限

られた時間の中で仲間と一緒に何かを成し遂げるという体験ができ

るんです。そんなことは実際の生活では難しいじゃないですか。だか

らこそ、仲間と一緒にすることが楽しいと思っていて。それこそ僕が

20歳とかだったら、多分、どこの街に行ってもユースホステルとかで

エスケープルーム好きの友達を探して「エスケープルームに行こ

う！」ってやってたんじゃないかなぁ。

ヨーロッパのエスケープルームは基本的に言語に依存しないものが

すごく多いので、英語が多少できればいいかな？くらいで大丈夫で

す。英語さえできなくてもなんとかなるようなところもすごく多い。だ

から、日本の脱出ゲームとはちょっと違うかな。基本的に現地の言葉

は全く知らなくて、せいぜい英語くらいでなんとかなるゲームばっか

り。あとはゲームの最中は本当に真剣になるんで、英語に関してもヒ

ントとか大抵トランシーバーとかで言ってもらうことが多いので、本

気で聞き取って、本気で解かなきゃいけないから英語の勉強にもお

すすめですね。

装をしていかないとか。本当にきったない格好をしていくので、全然

お金を持っているように見られないだろうし。あとは、飛行機に乗る

時は、機内持ち込みサイズのバッグにして絶対に預けないのでロス

トバゲージってこともないですし。トラブルが起きにくいような旅は

心がけてはいますね。

ただ、ノルウェーにいた時かな？自分のミスで船に乗り間違えたこと

があって、その時はボーデって町から、ロフォーテン諸島行きの船に

乗ろうとして、それが北向きなんですけど南向きの船に乗っちゃって。

なかなか船が北に向かなくて、Googleマップを見ても、どんどん南

へ向かっていて。慌ててその船の停まる島を調べたんですけど、どこ

も人口100人くらいの小さい島ばかりで（笑）。結局終点まで行って、

そこで1泊してまた同じ船に乗って帰ってきましたけど。今は検索す

れば大丈夫なので、怖いってことはあまりないですね。

よくってほどではないですけど、ヨーロッパに行くついでにどっか行

こうってなった時に、友達がいる街の方が行きやすいので。ノル

ウェーだけじゃなくて、ロンドンとか、アムステルダムとか、オスロとか

友達がいる街っていうのは結構行きますね。僕は「エスケープルーム

（脱出ゲーム）」がすごく好きなんですけど、一緒にやる友達のところ

によく行ってます。エスケープルームは大抵５～６人とか仲間がい

ないとできないんです。だから誰もいないって時は、Facebookとか

で知り合いを探して、大学で一回だけこの子と一緒の授業を取った

ことがあるかなみたいな感じの、ギリギリの細い繋がりの知り合いま

でたどって、その子にまた友達を見つけてきてもらって、即席チーム

を作ってゲームに行くってことはよくやってますね。大学以来一度も

会ってなかった友達に連絡を取って「エスケープルームしない？」っ

て言って、その子の友達を集めてもらってゲームやったりとか。そう

いうことをやってますね。

共通の目的があればすごくラクですよ。ただ単に「仲良くなりましょ

う」ってすごく難しいですよね。何をとっかかりにお互いに仲良くなれ

ばいいか分からないじゃないですか。でも、単純に「アムステルダム

でエスケープルームがあって、行かなきゃいけない」っていう目的が

あったら、こっちも誘いやすいし、向こうも来やすい。だから目的が

あって、集まって、結果的に目的がなくなっても仲良くなるっていう関

係が多いですかね。日本で仲良い友達も、「人狼」っていうゲームだっ

たりとか、ゲームで仲良くなることがすごく多いので、やっぱり何かし

ら目的があった方が人と人は仲良くなれるなと思います。

そうそう（笑）。僕の場合は、結果的にゲームを通じて仲良くなった

人がすごくいるなって思う。ゲームってそれぞれの思考だったりとか

留学が初めてですね。それまではハワイとか韓国とか、メジャーな海

外旅行先にも行ったことは一回もなくて。高校生の頃までは、海外っ

てすごく遠いもの、全然自分には身近ではないと思っていたんです。

ただ、大学のキャンパスが、留学生や海外の人が多い学部だったん

ですね。周りの学生たちを見ても、留学も海外で暮らしているのも当

たり前だし、外国語を喋れるのも当たり前。そういう環境に身を置い

たから、自然な選択として海外に留学に行こうかなって思ったんです

よね。だから大学生の頃に初めて海外に興味を持ったっていうか、む

しろ「行かなきゃ」くらいの感じで思っていました。そんなわけで、

2005年、大学3年生の夏から１年間、ノルウェーのオスロ大学に留学

したんです。

それまでは実家暮らしでしたし、一人暮らしも何もかも初めてだった

んですけど、不安はなかったです。なにせ友人たちも結構同じタイミ

ングで留学しますし、すでにインターネットとかもあったので。普通に

Skypeで友達や家族とかと映像を見ながら会話もできるし、ネットと

かも普通に使えるわけだから、あんまり怖いってことはそこまでな

かったですね。でも、飛行機は国内便しか乗ったことがなかったん

で、全然勝手が分からなくて。他にも、ちょっとした貴重品とかある

じゃないですか？貴重品はトイレに持って行った方が良いのかとか、

パスポートや財布とかをどれくらい厳重に守れば良いのかとか、何

にも分からなかったので、そういう怖さはありましたね。

そうですね。特にノルウェーは治安が比較的良い国だったので、夜道

も普通に歩けるし、日本と比べて怖いってことはなかったですね。た

だ、やっぱり飛行機のチケットの取り方とか分からなかったんで、ノ

ルウェーに行く飛行機のチケットは大学の生協で取ったり（笑）。それ

くらい全然分からなかったんだけど、やってみたら全部すごく簡単と

いうか、大したことなくて。留学中は旅行によく出掛けたのですが、飛

行機のチケットを取ることも、ヨーロッパのユースホステルに泊まる

こともやってみたら全部簡単でしたね。

そうそうそう。すごく使いました！留学先にノルウェーを選んだこと

で結果的によかったなって思うのは、ヨーロッパって一回行ってし

まったら、どこの国も近いんで、結構いろんな旅行はしましたね。まだ

学生でちゃんとしたホテルに泊まれるお金もなかったんで、ポーラン

ドのクラクフに行ったりとか、フランスのパリに行ったりとか、あとは

ドイツのミュンヘンとか、全部ユースホステルですね。あとは、チェコ

のプラハにも泊まりましたね。その辺は全部ユースホステルですね。

（笑）。泊まってみたら全然ストレスないし、同世代が多いんで仲良く

もなりますし、旅の情報の交換とかもできるし。ポーランドには留学

生の友達2人と一緒に行ったんですけど、旅の途中で険悪な雰囲気

になってしまって。でも、逆にユースホステルだったから何とかなっ

たという思い出があります（笑）。一緒に行った友達と険悪になって

も、そこでできた友達たちと話してればいいからガス抜きができたと

いうか。完全に３人だけで旅行をしていて、仲が悪くなったら終わり

じゃないですか？でも、ユースホステルっていう同世代の友達がたく

さんいる環境だったから、気が紛れてすごく良かったです。

あとは、値段が手頃だったのもすごくありがたかったですね。特に留学

していてお金がなかったので。今だったら海外送金とかも簡単ですけ

ど、当時は手続きも煩雑だったし、手数料も高かった。１年間に必要な

費用をあらかじめ日本から送っておいて、その費用の中で１年間暮ら

さなきゃいけなかったので。

そうですね。これはたまたま知り合いに誘われたから、面白そうだな

乗ってみようかなって。乗るからには無駄にしたくないなって思って、

船の中でインタビューや調査とかをして、ピースボートを研究したこ

とで２倍に楽しめて良かったですね。研究抜きにしても途中でエン

ジン壊れたとか、船に穴が開いたりとか（笑）。100日間の予定が、結

局114日間になってしまったんです。

ピースボートって言ってもボロボロの船を借りているので、いつも何

かしら問題が起こっていましたね。僕が乗った船はちょうどエンジン

が壊れていて、しかも穴が空いていた（笑）。それを含めてすごく面白

かったですけど。旅行自体はすっごいラクな旅でしたよ。乗っていれ

ば勝手に目的地に着くんで。時差もないですし。それでもヨルダンの

ペトラ遺跡だとか、エジプトのカイロやピラミッドだとか、そういった

自分では行かないだろうなってところに行けたのはすごく良かった

なって思ってます。ちなみに今は豪華で快適な船に変わったので、あ

んまりネガティブなことを言わないで欲しいとピースボートのスタッ

フから言われました（笑）。

ないですね。ものすごく……というほどではないですけど、そこそこ

気は使うんで。例えば、絶対にポケットにファスナーが付いているズ

ボンにするとか、絶対にケータイをファスナーが付いたところに入れ

るとか、本当に最低限ですけど。あとは、あんまりお金持ちっぽい服

あー！この前迷って結局行かなかったところだ。一昨年ハンブルクに

行った後に行こうと思ったんですけど、コペンハーゲンに行く渡り鳥

ラインが廃止になってしまうって聞いてそっちに行っちゃったんです

よ。（写真を見て）大人でも泊まりやすそうですね。面白い！行ってみ

たいですね。

まずは統計的に見てみると、絶対数としては減っていても、割合とし

ては若者の「海外旅行離れ」とは決して言えないんです。つまり、若

者が減っているから減っているように見えるだけということが一つ

と、あとはスマホって逆に旅と相性が良いって思っています。すごく

今ラクだなって思うのが、外国語を使わなくても旅行ができること。

移動についても、目的地を日本語のアプリに入れていけば、別に普

通に目的地まで着けるし。旅のハードルははるかに下がっているん

で、だから昔よりも旅行をする若者が減っているというのは、あくま

でもイメージ先行の部分が大きいと思います。調べられるからこそ、

逆に無駄なく旅ができると思うんですよね。それこそ団体旅行みた

いにみんなでバスに乗って行って、観光地だけに行く旅行ではなく

て、個人的にカスタマイズした旅行がしやすくなっていると思う。

もしかしたら、格差がそこに出ていて、すごく何回も行っている人と

行っていない人の差が昔よりも出てきているのかもしれないですね。

宇宙に行くわけじゃない、ということかな（笑）。同じ地球上にあって、

せっかくお金さえ払えば行ける場所がたくさんあるんだから、もっと

行ったらいいのになぁとは思いますよね。宇宙に行く前に、地球上だ

けでもすごく多様な街と多様な文化と多様な景色ってものがあるわ

けじゃないですか。これだけ安全に、これだけ格安に行ける時代って

今までなかったと思うんです。100年前に旅行することはものすごく

難しくて、ものすごくお金がかかって、多分50年前でさえもすごくお

金がかかって、地球上のあちこちを旅することって誰もができること

ではなかった。けれど、今ってちょっとバイトしたりとか、ちょっとお

金を貯めたら、誰でも地球の反対側まですぐに行ける時代で、しか

も情報がかつてないほど検索もしやすいっていう。本で読むことよ

りも、体験したことの方が人は大抵覚えていると思っていて。いくら

写真で見ても、やっぱり情報量が違う。今はVRとかありますけど、そ

れでもまだまだ全然体験には及びません。この先さらにテクノロ

ジーが発達したら別かもしれませんけど、現段階の最先端のテクノ

ロジーを集めても、やっぱり直接の体験にはかなわないものはどう

してもあると思うんですね。だから、若いうちは時間がたくさんある

と思うので、時間と体力があるうちに旅に出ないのはすごくもった

いないなあと思います。

―「パスポートの取得率」に関しては、近隣の国と比較すると確かに

低い水準ではあるみたいです。
大金や語学がなくたって
地球の裏側へすぐに行ける時代
―最近の日本人の若者を「内向き志向で海外に出ない」「日本

人の若者はスマホで行った気になるからだ」と分析する識者

もおられるのですが、若者の文化を研究されている社会学者

のお立場から古市さんはどう思われますか？

―逆に、まだ海外に行っていない人たちに、古市さんがアドバイスす

るとしたらどんな言葉を送りますか？
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古市憲寿さん著書

奈落
これ以上の怖ろしさが、
この世にあるだろうか。
17年前の夏、人気絶頂のミュージシャン・香織はステージか

ら落ち、すべてを失った。残ったのは、どこも動かない身体と

鮮明な意識、そして大嫌いな家族だけ。それでも彼女を生

かすのは、壮絶な怒りか、光のような記憶か、溢れ出る音楽

か――。生の根源と家族の在り方を問い、苛烈な孤独の底

から見上げる景色を描き切った飛翔作。

2018年、初の小説単行本『平成くん、さようなら』（文藝春

秋）を刊行。翌年の『百の夜は跳ねて』（新潮社）とともに二

作連続芥川賞候補作となり話題を呼ぶ。新刊となる『奈落』

は三冊目の小説作品。

 （新潮社）　1,540円（税込）
新刊

小説『百の夜は跳ねて』（新潮社）
抽選で3名様にプレゼント！

古市憲寿さんの直筆サイン入り 2020年
4月末日

応募締切
P R E S E N

T

ご応募は日本ユースホステル協会ホームページの専用お申込みフォームから！ 
http://www.jyh.or.jp/hm/
※なお、当選発表は、商品の発送を以てかえさせていただきます。
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古市 憲寿
かつてないほど旅がしやすい今、
旅に出なきゃもったいない。
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